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筑
波
法
政
第
三
ト
八
号
三
一

O
O
五

は
じ
め
に

一
l
i
一
問
題
意
識

戦
後
日
本
で
策
定
さ
れ
て
き
た
「
全
国
総
合
開
発
計
柄
(
以
下
、
「
〈
上

総
」
と
呼
ぶ
こ
は
、
中
央
政
府
に
よ
る
建
設
事
業
(
以
下
、
「
事
業
」
)

の
方
針
を
内
外
に
示
し
て
き
た
c

筆
者
は
政
府
機
関
や
そ
の
他
の
政
策

ア
ク
タ
ー
が
政
策
決
定
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
相
互
に
影
響
を
与
え

合
う
か
と
い
う
テ
1
マ
を
継
続
し
て
研
究
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
法

律
(
あ
る
い
は
法
的
に
正
当
化
さ
れ
た
政
府
見
解
)
に
代
ぶ
さ
れ
る
フ

ォ
ー
マ
ル
な
ル

l
ル
以
外
に
も
「
政
策
信
念
・
償
制
限
・
ル

1
ル
」
と
い

っ
た
政
策
ア
ク
タ
ー
の
動
き
を
規
定
す
る
も
の
が
存
住
す
る
と
い
う
結

論
に
い
た
っ
て
い
る
(
山
間
・
二

O
O
四)。

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、

H

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

に
人
々
の
関
係
を
規
定
す
る
政
策
信
念
、
及
び
慣
習
・
ル
ー
ル
w
を
「
ア

イ
デ
ィ
ア
」
と
定
義
し
、
人
五
総
を
題
材
に
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
広

義
の
制
度
が
政
策
決
定
に
与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
。
全
総
に
お
け
る

「
政
策
万
針
の
変
化
」
は
、
「
政
策
ア
ク
タ
ー
間
の
関
係
の
変
化
」
を

伴
う
も
の
で
あ
り
、
河
野
(
二

O
O
二
)
、
伊
藤
(
二

O
O
ご
)
ら
の

提
鳴
す
る
新
制
度
論
の
適
用
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
河
野
は
同
家
論

の
「
国
家
」
概
念
を
解
体
し
政
策
に
影
響
を
与
え
る
個
々
の
制
度
を
特

定
化
す
る
と
と
も
に
、
側
々
の
制
度
の
成
立
・
維
持
・
変
化
等
を
内
生

約
に
説
明
す
る
枠
組
み
と
し
て
新
制
度
論
を
位
置
づ
け
た
(
河
野
・
二

じ

0
0
・
一
、
…
・
h

ハ
!
-
八
民
)
に
ま
た
伊
燦
は
ア
ク
タ
ー
の
選
好
を

一
所
に
す
と
す
る
経
済
学
的
新
制
度
諭
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
社

会
学
的
新
制
皮
諭
を
取
り
あ
げ
、
ア
ク
タ
ー
の
選
好
、
選
択
、
動
機
が

社
会
的
文
脈
の
山
中
で
内
生
的
に
形
成
さ
れ
る
や
を
強
調
す
る
枠
組
み

(
伊
膝
・
宇
一

O
O
二
、
一
五
一
氏
)
と
佼
慌
づ
け
る
の
つ
ま
り
、
「
ア

イ
デ
ィ
ア
」
が
内
生
的
に
形
成
さ
れ
る
側
副
に
焦
点
を
汽
て
る
こ
と
が
、

本
稿
で
考
え
る
新
制
度
論
の
特
徴
で
あ
る
の
政
策
決
定
に
関
わ
る
狭
義

の
制
度
が
政
策
ア
ク
タ
ー
の
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
に
ど
う
影
響
さ
れ
る
か
、

と
い
う
視
点
に
な
っ
て
全
総
の
政
策
決
定
に
お
け
る
ア
リ
ー
ナ
を
記

述
・
分
析
す
る
こ
と
が
本
稿
の
日
的
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
令
総
を
対
象
に
し
て
分
析
を
し
た
論
文
に
は
、
ょ
に
次
の

一
一
一
つ
の
議
論
が
あ
る
。

♂
つ
日
は
、
「
実
効
性
懐
疑
論
」
と
も
い
う
べ
き
議
論
で
あ
り
、
結

果
論
・
規
範
論
的
な
視
点
に
立
っ
て
八
五
総
の
計
一
剛
内
谷
と
そ
れ
に
伴
、
つ

事
業
実
績
と
の
照
合
を
行
な
い
、
実
効
性
の
点
で
日
に
見
え
る
効
来
を

あ
げ
て
来
た
と
は
一
一
日
え
な
い
(
例
え
ば
、
北
原
・
一
九
九
問
、
本
間
・

.
九
九
問
、
手
島
・
A

九
九
一
、
山
中
村
・
一
九
八
七
)
と
主
張
し
て
い

る。
一
一
つ
日
は
、
主
に
官
僚
組
織
の
内
部
作
業
の
産
物
に
す
ぎ
な
い
も
の

と
し
て
会
総
を
佼
霞
付
け
、
政
策
決
定
の
最
終
局
泌
で
は
そ
の
策
定
過

程
に
拘
ら
ず
外
部
か
ら
「
政
(
治
家
こ
に
よ
っ
て
大
き
く
変
容
し
て

し
ま
う
と
判
断
す
る
。
「
官
(
僚
)
の
作
文
論
」
と
も
い
う
べ
き
開
発



政
治
論
に
見
ら
れ
る
議
論
(
御
一
尉
・
.
九
九
五
、
一
九
九
六
、

N
I
R

A
-
一
九
九
六
、
下
河
辺
-

A

九
九
四
な
ど
)
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
一
二
つ
日
が
北
原
(
一
九
九
問
)
・
町
村
(
一
九
九

四
)
に
代
表
さ
れ
る
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
・
連
合
論
」
で
あ
る
。
北
川
胤
は
、

全
総
は
目
標
設
定
機
能
を
人
民
め
極
め
て
不
備
な
計
耐
で
あ
り
、
実
効
性

の
面
で
も
疑
問
符
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
が
、
H

コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成

劇
場
H

(

北
原
・
一
九
九
四
、

i
O
O資
)
と
し
て
関
係
者
の
要
求
の

集
約
を
行
な
い
、
利
守
山
関
係
考
の
諸
利
援
の
調
整
・
統
合
と
い
う
機
能

を
来
た
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
、
と
し
て
、
全
総
の
怠
義
を
評
倒
す

ス
u
c向
付
(
一
九
九
mm)

は
、
一
九
八

0
年
代
の
首
都
闘
を
中
心
と
す
る

都
市
改
造
・
再
開
発
の
動
き
に
つ
い
て
、
間
全
総
も
ん
げ
む
関
連
施
策
の

方
針
を
検
討
し
、
「
世
界
都
市
東
京
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
の
共
有
の

中
で
「
政
策
ア
ク
タ
ー
問
の
関
係
の
変
化
」
に
よ
り
連
合
が
形
成
さ
れ

た
為
に
「
世
界
都
市
東
京
」
論
を
正
中
1
化
す
る
論
班
が
広
く
水
認
さ
れ
、

好
都
閣
の
開
発
政
策
が
こ
の
路
線
へ
と
転
倒
し
て
ゆ
く
過
税
を
記
述
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
・
連
合
論
」
は
、
政
策
決
定
の

た
め
の
討
議
の
た
め
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
が
、
政
策
決
定
を
と
り
ま
く
環

境
、
あ
る
い
は
新
制
度
九
州
で
-
一
段
、
っ
と
こ
ろ
の
H

広
義
の
制
度
。
を
提
供

し
政
策
山
川
力
に
与
え
て
い
る
影
響
力
を
評
価
す
る
議
論
で
あ
る
。

実
効
性
懐
疑
論
は
、
「
実
効
性
」
を
猿
視
す
る
こ
と
か
ら
新
制
度
論

的
な
影
響
力
(
広
義
の
制
度
)
を
仰
飢
え
て
い
な
い
。
「
ん
上
総
は
行
僚
の

作
文
」
論
者
で
あ
る
御
樹
三
九
九
五
)
は
、
主
ア
ク
タ
ー
の
行
為
・

言
説
に
弦
間
を
合
め
た
分
析
を
展
開
し
て
お
り
、
本
稿
と
品
一
有
限
点
が
類

似
し
て
い
る
。
し
か
し
「
個
別
ア
ク
タ
ー
の
行
為
」
に
お
け
る
「
ア
イ

デ
ィ
ア
」
の
影
響
を
重
視
す
る
反
面
、
「
ア
イ
デ
ィ
ア
の
変
化
」
が
も

た
ら
す
「
ア
ク
タ
ー
聞
の
関
係
の
変
化
」
と
い
う
新
制
度
論
的
な
影
響

力
(
広
義
の
制
度
)
を
分
析
で
重
視
せ
ず
、
こ
う
し
た
制
度
が
ア
ク
タ
ー

を
規
定
す
る
要
悶
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
一
二
つ
日
の
立
胤
初
で
あ
る
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
・
連
合
諭
」

を
採
用
し
、
「
政
策
ア
ク
タ
ー
間
の
関
係
の
変
化
」
を
伴
う
「
ア
イ
デ

ィ
ア
の
変
化
」
が
政
策
決
定
に
及
ぼ
す
影
響
を
霊
視
し
、
広
義
の
制
度

を
近
視
す
る
立
場
か
ら
全
総
の
機
能
を
説
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
問
題

意
識
で
あ
る
。

筆
者
は
他
稿
に
て
一
一
a
A
f
総
の
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
(
山
間
・
コ

0

0
問
)
が
、
主
に
ア
ク
タ
ー
間
の
相
百
一
作
用
の
視
点
か
ら
の
み
で
の
分

析
で
あ
っ
た
。
今
関
は
、
一
部
ア
ク
タ
ー
の
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
が
政
策

ア
リ
ー
ナ
全
体
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
記
述
を
加
え
て
、
間
会
総

の
分
析
を
行
な
う
。

一
i
l
二
全
総
の
概
要

「
全
総
」
と
は
、
問
L
L
総
合
開
発
法
(
一
九
五

O
年
法
律
第
二

O
五

号
)
第
七
条
第
一
刻
、
に
規
定
さ
れ
た
公
共
部
門
が
総
ん
日
的
に
符
即
了
開

発
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
計
耐
の
う
ち
、
中
央
政
府
レ
ベ
ル
で
決
定

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
川
)

じ
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一
O
O
五

さ
れ
る
政
府
計
闘
で
あ
る
。
こ
の
政
府
計
州
の
決
定
予
絞
で
あ
る
が
、

内
閣
総
理
大
阪
が
向
上
審
議
会
に
対
し
て
諮
問
し
、
同
上
審
議
会
は
こ

れ
を
調
査
審
議
し
て
答
山
中
し
、
こ
の
終
山
中
に
も
と
づ
き
、
内
閣
に
よ
っ

て
決
定
き
れ
る
(
閣
議
決
定
)
政
府
計
附
と
さ
れ
て
い
る
心

各
全
総
の
概
要
紹
介
に
つ
い
て
は
拙
論
(
山
初
-
-
一

0
0
問
)
が
詳

し
い
た
め
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
あ
え
て
ん

F
M
の
分
析
対
象
で
あ
る
間

全
総
の
特
徴
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
プ
土
一
J

令
総
に
お
い
て
は
「
同
上
の

均
衡
発
以
」
と
い
う
政
策
方
針
が
ボ
さ
れ
つ
づ
け
て
い
た
(
本
間
・
一

九
九
a

喰
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
)
、
町
村
・
A

九
九
問
(
社
会
学
)
、
中
村
・

一
九
八
七
(
経
済
学
)
、
な
ど
)
心
こ
の
政
策
方
針
を
一
部
引
き
縦
ぎ
つ

つ
も
「
民
活
路
線
、
及
び
間
際
化
・
都
市
改
造
路
線
」
を
打
ち
出
し
た

の
が
開
会
総
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
金
総
共
通
の
流
れ
を
穫
す
か
に

見
え
た
間
全
総
は
、
様
々
な
方
向
か
ら
の
議
論
の
高
ま
り
と
共
に
、
東

京
改
造
路
線
と
従
来
路
線
と
を
一
線
介
し
た
「
多
極
分
散
型
吋
一
家
」
と
い

う
政
策
方
針
を
掲
げ
る
に
到
っ
て
い
る
じ

分
析
の
枠
組
1

唱
導
連
携
モ
デ
ル
の
適
用
と
概
説

一
一
|
一
唱
道
連
携
モ
デ
ル
の
概
要

明
道
連
携
モ
デ
ル
に
闘
し
で
も
拙
論
(
山
間
・
一
一

O
O
問
)
に
詳
し

い
の
で
、
こ
こ
で
は
概
姿
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。
繰
り
返
し
に
な

る
が
、
本
稿
で
は
グ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
人
々
の
関
係
を
規
定
す
る
、

じ
[J可

政
策
心
村
山
念
及
び
慣
習
・
ル

l
ル
M

を
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
と
定
v
k
叫
し
て
い

る
c

「
唱
道
」
と
は
H

率
先
し
て
捉
明
す
る
υ

と
い
う
立
味
で
あ
り
、
一
明

道
連
携
」
と
は
あ
る
政
策
ア
ク
タ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ァ
ブ
を
取
っ
て
政

策
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
競
合
ア
ク
タ
ー
と
の
議
論
を
行
な
い
、
同
調

し
た
ア
ク
タ
ー
制

t
が
政
策
的
な
述
陥
怖
を
取
り
あ
う
こ
と
で
あ
る

「
明
道
連
携
モ
デ
ル
」
と
は
サ
ハ
テ
ィ
ア
が
徒
刑
し
た
概
念

(E'

z
c
R
・
3
毘
)
で
あ
る
υ

政
策
形
成
過
れ
を
、
れ
ア
ク
タ
ー
が
政
策
協

議
を
通
じ
て
昭
道
連
携
を
繰
り
返
し
政
策
の
集
約
を
来
た
し
て
い
く
過

程
と
し
て
記
述
す
る
枠
総
み
で
あ
る
。
次
に
、
問
中
等
述
筏
モ
デ
ル
の
概

要
、
及
び
川
語
の
定
義
を
示
す
。

ま
ず
モ
デ
ル
内
の
行
動
主
体
と
し
て
「
ア
ク
タ
ー
(
ま
た
は
政
策
ア

ク
タ
ー
と
「
迷
携
グ
ル
ー
プ
」
「
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
」
の
・
1

者
が
存
在

す
る
。「
ア
ク
タ
ー
(
ま
た
は
政
策
ア
ク
タ
ー
)
」
は
政
策
決
定
に
参
加
し

て
い
る
偶
人
・
同
体
を
指
す
。

「
連
機
グ
ル
ー
プ
」
と
は
、
政
治
勢
力
の
強
化
を
立
関
し
て
明
道
述

携
を
し
た
政
策
ア
ク
タ
ー
の
一
群
で
あ
る
(
た
だ
し
、
連
携
グ
ル
ー
プ

は
人
為
的
に
発
足
す
る
組
織
や
共
同
体
の
よ
う
な
存
在
で
は
な
く

m-に

H

同
じ
政
策
指
向
性
を
も
っ
た
政
策
ア
ク
タ
ー
の
一
群
μ

を
指
す
呼
称

で
あ
る
こ
と
に
校
・
諒
さ
れ
た
い
J
。

「
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
」
と
は
競
合
す
る
逮
携
グ
ル
ー
プ
の
間
に
烹
ち
、



外生要因(長期)

外生要因{中・短期)

(1) - (4) 

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
闘
」

アクターの
フイノレター

図 1:目首選連携モデル(一部、編集、加筆)

[FLf刊}
太総 本稿が分析する範I!I]

σ: 1ft念システム

議
案
を
と
り
ま
と
め
る
役
割
を
来
た
す
政
策
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。

「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
」
と
は
述
携
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
政
策
に
関
す
る

主
張
で
あ
る
。
「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
整
理
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

サ
パ
テ
イ
ア

G
E
E
C
R
-
一
宰
∞
)
の
提
ぷ
す
る
、
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の

一
一
一
水
準
(
「
信
念
シ
ス
テ
ム
」
の
考
え
力
γ
を
用
い
る
。
サ
パ
テ
イ
ア

バ
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
中
で
特
に
「
信
念
」
が
も
た
ら
す
影
響
を
丞

畑
山
し
て
お
り
、
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
を
N

信
念
か
ら
離
れ
る
度
合
い
“
か

ら
さ
水
準
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
率
で
は
、
政
策
ぷ
向
塑
却
下
刊
の

成
uh
け
が
開
列
な
る
と
い
う
似
説
を
点
て
る
φ

本
稿
の
政
策
分
析
で
も
こ
の

仮
説
を
探

m
L、
「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
水
泳
」
を
区
別
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
政
策
過
程
に
お
け
る
一
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
対
抗
関
係
と

そ
の
変
化
を
よ
り
級
税
制
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
号

、えヲ
Q
G
次
に
行
動
主
体
が
吋
出
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
「
政
策
サ
ブ
シ
ス

テ
ム
」
と
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
」
が
存
在
す
る
r

「
政
策
ア
リ
ー
ナ
」
は
ア
ク
タ
ー
が
情
報
交
換
と
迷
携
グ
ル
ー
プ
の

形
成
を
行
い
な
が
ら
政
策
を
作
り
上
げ
て
い
く
場
で
あ
る
c

「
政
策
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
」
と
は
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
」
に
さ
ら
に
政
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が
公
に
告
知
さ
れ
る
「
出
力
」
と
そ
の
内
容
を
知

っ
た
政
策
ア
リ
ー
ナ
の
(
決
定
機
を
持
た
な
い
)
利
得
関
係
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
反
響
で
あ
る
「
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
含
め
た
N

政
策
の
誕
生
か

ら
公
開
ま
で
u

を
含
ん
だ
一
連
の
シ
ス
テ
ム
を
指
し
て
い
る
(
サ
バ
テ

の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
間
)

七
五

Revise ()fι'Gcneral model of policy 仁hangefocusing 

。nadvocacy coalition within policy subsyst々n目"
出典:Sabatier(1988l p.l34 I河にIllf:H力n筆



筑
波
法
政
第
三
十
八
号
(
一
一

O
O
五

ィ
ア
は
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
」
の
概
念
は
提
示
し
て
い
な
い
が
、
〈
h
総
の

「
政
策
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
」
を
考
え
る
に
あ
た
り
そ
の
政
策
発
表
と
反
響

(
政
策
評
価
)
に
つ
い
て
範
闘
を
定
量
的
に
限
定
す
る
こ
と
が
尖
務
上

附
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
政
策
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
決
定
に
烹

る
ま
で
の
協
議
・
調
教
の
場
」
を
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
」
と
筆
者
が
定
義

し
切
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
)
。

「
政
策
ア
リ
ー
ナ
を
と
り
ま
く
環
境
」
を
外
役
一
安
凶
と
呼
ぴ
、
ア
ク

タ
ー
が
外
性
嬰
凶
の
山
中
で
N

問
題
H

と
し
て
認
識
し
た
も
の
の
み
(
ア

ク
タ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
)
、
外
生
要
闘
が
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
彩
嚇
げ
す
る
。

い
い
か
え
る
と
ア
ク
タ
ー
に
媒
介
さ
れ
て
政
策
ア
リ
ー
ナ
を
取
り
巻
く

環
境
が
形
成
さ
れ
る
の

次
に
、
「
政
策
ア
リ
ー
ナ
」
に
関
わ
る
蒸
本
的
概
念
の
定
義
を
し
め

し
て
ゆ
く
。

「
政
策
志
向
型
学
資
」
と
は
、
明
道
迷
携
の
給
栄
形
成
さ
れ
た
各
連

携
グ
ル
ー
プ
が
審
議
・
調
貨
を
通
し
て
起
こ
す
柏
町
h

作
別
的
行
為
で
あ

り
、
保
持
す
る
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
各
連
携
グ
ル
ー
プ
が
対
立
と

合
意
を
繰
り
返
し
、
競
合
グ
ル
ー
プ
の
政
策
志
向
を
少
し
ず
つ
主
日
グ

ル
ー
プ
の
政
策
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
。

「
政
策
ア
リ
ー
ナ
を
取
り
巻
く
環
境
」
は
、
サ
バ
テ
ィ
ア

(rstq・

3
毘
)
に
よ
っ
て
変
数
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
影
響
が
長
期
に
渡
る
変

数
、
山
中
短
期
に
影
響
す
る
変
数
の
ニ
種
類
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
(
図

1
、
左
側
の
「
外
生
安
閑
(
長
期
)
及
び
(
中
短
期
こ
)
。
そ
れ
ぞ
れ

の
区
分
で
一
爪
さ
れ
た
詳
細
の

項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る

(炎
1
参
照
。
間
金
総
に
当

て
は
め
た
場
合
の
説
明
は
、

次
節
、
表

3
を
参
照
の
こ
と
)
。

こ
の
モ
デ
ル
は
、
ア
イ
デ

ィ
ア
の
形
成
(
あ
る
い
は
生

成
)
の
過
殺
を
分
析
す
る
こ

と
で
政
策
の
変
化
を
説
明
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
「
学
期
日

経
験
と
し
て
の
「
参
加
と
(
吋

戸
内
C
C
片
富
島
市
・
ζ
・ζ
o
G
5
・

3
ゴ
)
に
焦
点
を
当
て
て
、

政
策
の
変
化
の
理
由
や
条
件

等
を
整
地
す
る
モ
デ
ル
で
あ

る
。
い
わ
ば
、
異
な
る
立
場
・

選
好
を
持
つ
ア
ク
タ
ー
が
、

政
策
ア
リ
ー
ナ
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
ア
ク

タ
ー
の
毛
換
を
知
り
、
自
ら

も
主
張
表
明
・
他
の
ア
ク

タ
ー
に
情
報
伝
達

(
H
つ
ま

十
U
L

ハ

表 1:外生変数(一覧)

外生姿凶(長期) 外lf:~凶 (Ijl ・終期)

1 )問題領域(財)の法二本的特性 1)社会一終消状況の変化

2 )天然資淑の恭本的分布(配分) 2 )統治連繋グループの変化(政権交代等)

[拡大1;準機組織の状泌(一部経済セクデー
合む)

3 )基礎となる社会ザ文化的制Ii飯鋭とれ会 3 )他の政策決定(他の政策サブシステム)

構造 の影響

4 )基本的な滋政構造

11\tl1~ : Sahatier(l988) p.l34をもとにして -;';1>，111 IIl}Jntf，:ひ



り
、
相
互
作
用
)
を
行
な
う
と
と
も
に
‘
政
策
志
向
を
共
有
す
る
共
同

体
・
組
織
が
形
成
さ
れ
る
(
こ
れ
が
唱
道
連
携
て
と
い
う
過
殺
を
見

て
ゆ
く
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

さ
ら
に
本
モ
デ
ル
は
、
モ
デ
ル
の
中
根
に
「
ア
ク
タ
ー
の
フ
ィ
ル

タ
ー
」
と
い
う
概
念
を
位
置
付
け
て
い
る
(
図

1
、
参
照
)
。
こ
の
こ

と
は
政
策
決
定
過
程
分
析
に
お
い
て
、
経
験
主
義
・
実
証
主
義
論
者
が

前
提
と
す
る
H

政
策
決
定
と
い
う
事
実
μ

に
注
目
し
た
分
析
と
は
巽
な

り、

w
政
策
決
定
を
も
た
ら
す
ア
イ
デ
ィ
ア
u

に
注
目
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
作
用
を
重
視
す
る
本
稿
の
目
的

に
合
致
し
て
い
る
。
以
ド
に
、
一
部
築
私
自
の
解
釈
を
加
え
な
が
ら
、
唱

導
連
携
モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
て
、
開
会
総
の
政
策
決
定
の
政
策
ア
リ
ー

ナ
を
分
析
し
て
ゆ
く
。

ニ
ー
二
分
析
の
手
順

耐
唱
導
連
携
モ
デ
ル
を
山
川
い
た
分
析
の
手
順
を
以
下
に
絵
理
し
た
。

第
一
段
階
で
は
、
分
析
の
前
提
と
し
て
、
①
回
全
総
の
政
策
過
程
の

時
期
区
分
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
②
政
策
ア
リ
ー
ナ
を
取
り
巻
く
外

生
委
凶
と
し
て
考
え
ら
れ
る
項
目
を
整
理
し
、
間
全
総
策
定
の
背
崇
を

概
観
す
る
。

第
二
段
階
で
は
、
明
導
連
携
モ
デ
ル
を
適
用
し
て
政
策
過
殺
を
記
述

す
る
。
は
じ
め
に
、
③
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
登
場
す
る
ア
ク
タ
ー
椛
を
整

理
し
、
次
に
④
酬
明
導
連
携
モ
デ
ル
に
よ
り
政
策
過
程
を
関
式
化
し
、
競

合
す
る
逮
携
グ
ル
ー
プ
を
特
定
す
る
。
次
に
、
⑤
調
査
・
審
議
内
答
に

基
い
て
連
携
グ
ル
ー
プ
間
の
「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
相
違
点
を
時
系

列
に
整
理
し
、
⑥
「
政
策
方
針
の
変
化
」
が
起
こ
っ
た
過
程
を
、
競
合

す
る
連
携
グ
ル
ー
プ
聞
の
相
互
作
用
と
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
働
き
か
ら

説
明
す
る
。

第
一
一
一
段
階
で
は
、
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
政
策
ア
リ
ー
ナ
で
来
た
す
働

き
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
⑦
ま
ず
、
回
全
総
で
各
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
が

行
な
っ
た
行
為
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
示
す
と
共
に
、
⑥
政
策
ブ

ロ
ー
カ
ー
に
共
通
す
る
働
き
を
述
べ
る
。

最
後
に
、
①
閥
会
総
の
政
策
過
程
の
分
析
に
基
い
て
か
念
総
の
機
能
H

を
述
べ
る
。

分
析
の
前
提

本
節
で
は
分
析
の
前
提
と
な
る
策
定
過
税
の
概
要
と
、
そ
れ
を
と
り

ま
く
環
境
裂
肉
を
整
理
す
る
。

一一一

i
一
策
定
過
程
の
概
要
忍
び
時
期
亙
分

表

2
左
側
に
示
し
た
時
期
区
分
の
考
え
方
に
も
と
づ
き
、
大
別
し
て

五
つ
の
時
期
ご
と
(
前
段
階
、
お
よ
び
、

I
期

1
W期
)
の
審
議
会
及

び
関
連
組
織
の
動
き
と
、
そ
の
他
の
主
な
で
き
ご
と
を
示
し
た
。

「
第
四
次
会
閣
総
合
開
発
計
一
向
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
間
)

じ
r七



霊長2:策定過程の概婆及び時期区分

時鰐区骨
!審
E韮 定:畦砲の概要

日正
前段階(準備)

審

I期(開始)

-臨全総の策定が決

じ86.9月}
(‘86. 1O~.11 月)

("86.12月-)

("86.8月-)
(ι86.9月-)
("86.9.30-) 

('86.10月y
('86.11月)

出典 磁土庁・計画調整局監修(1989)在中心ぃ作成 健設大臣官房政策課畏湖沼力企濁室(監修) (1989)、 朝日新聞 (1981-

1987)を 部、書R脅した川

筑
波
法
政
第
三
十
八
号

0
0
五

七
Ji.. 



政
策
ア
リ
ー
ナ
を
と
り
ま
く
外
生
要
因

ー
四
全
総
策
定
の
背
景

次
に
、
政
策
ア
リ
ー
ナ
を
取
り
巻
く
外
生
要
附
と
し
て
間
金
総
で
該

当
す
る
主
な
項
目
を
以
下
(
表
3
)
に
務
理
す
る
G

本
一
摘
は
閥
会
総
に
対
象
を
絞
っ
た
分
析
を
お
こ
な
っ
て
ゆ
く
た
め
、

長
期
に
わ
た
る
政
策
過
程
を
扱
わ
な
い
。
従
っ
て
、
サ
パ
テ
ィ
ア
が
変

数
化
し
た
外
生
安
閑
(
長
期
)
に
つ
い
て
は
一
部
を
の
ぞ
い
て
扱
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
外
生
変
数
(
山
中
短
期
)
を
対
象
に
し
て
変

数
の
抜
い
を
検
討
し
て
み
た
。

四
九
上
総
を
と
り
ま
く
事
実
関
係
を
文
献
資
料
を
小
心
に
検
討
し
た
結

米
、
川
社
会
l
経
済
状
況
の
変
化
、
同
統
治
迷
携
グ
ル
ー
プ
の
変
化
(
政

権
交
代
等
)
、
川
他
の
政
策
決
定
(
他
の
政
策
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
影
響
)
、

の
い
ず
れ
の
変
数
も
、
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
彩
饗
す
る
安
閑
と
し
て
は
あ

る
税
皮
妥
%
な
も
の
と
思
わ
れ
る
(
変
数
に
対
応
す
る
山
山
米
事
は
、
以

卜
、
炎
3
を
参
照
の
こ
と
)

P

た
だ
し
、
川
の
統
治
連
携
グ
ル
ー
プ
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
例
示
さ
れ
る
か
政
権
交
代
U

の
み
で
間
余
総
を
取

り
巻
く
状
況
を
説
明
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
多
様
な
利
議
関
係
者
が

噴
出
(
町
村
・
一
九
九
問
)
し
て
き
で
い
る
と
見
ら
れ
る
(
本
稿
で
は
、

関
2
に
て
開
示
、
後
述
。
)
。
問
全
総
の
策
定
期
間
で
あ
る
一
九
八

0
年

代
で
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
の
状
況
を
記
述
す
る
に
は
、
「
統
治
連
携
グ
ル
ー

プ
の
変
化
」
を
一
部
拡
大
し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

ま
た
他
の
政
策
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
影
響
が
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た

表3:外生変数(中 e短期)の該当項目(回全総)

外'l:"皮肉 (ljl・WJtJJ) I py，)?f;'，:の策定時期jにあったIB米事
ト一一一一一一一一一一一一卜一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一一
1 )社会一経済状況の変化 十(問内)li政改革(第2臨調第5次答可ド8311'3 Il)、氏

i，ft'jifj色
i主|内政治絞I片1*1伊!の変化 (i'li;元不況 ('85年)
とI人j需拡大要求、iIIi川レポート策定 ('861f-)、

第3次地fIIIi高騰 ('8(i{ド))
([司外)[lt1際政治経済体制(プラザ合意 ('85;1'.9月)
東京サミソト(・86{F5 FJ) )、 l}qì1;~拡大の外If

「
第
四
次
全
開
総
合
開
発
計
一
附
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
川
)

ト一一一一一一一一一一一一一一トー
2 )統的述然グルーブの変化 1・政権交代(鈴木内 l潟→ rt，ll;.I~ 根内|主J'82:'f~'87年→竹 F

(政権交代':1) I 1λ， I剥)及び、与党戦略(l'H~ )，t戦略変化の "J 能性*)

[拡大1 -(115，経済セヲター I . il~ì削除1述調l織の設i霞など、財界との迷携(拡大傾

IriJ) 

に了iんiiiLili示示下;;l-J也関連施策 Wll二利月lri1i両州 ('83"1ミ). ["l1'l地
利川1ft進 ('83"1二)サブシステム)の影響

(2) 実施'tX月一(建設省}の施策**

I:lì 経済関連施後(例、 l~i丹、終済対策閣僚会議、 '87.5 1Jl

1 1\明~ : Sabatier(l988) j)， 1:l1、外'1'，変数(小.J'¥IJりJIにもとづく
* J'i)iJJHxmHU 19白日lI2J)231J:llililこよる!
* *ill，没'(iによる i1"1 l-tilitLiのwりl情:柱u(]日8G{!-:)や、道路復議会によるl;，u，;(HIS7.{F 6 )J I等7

七
九
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波
法
政
第
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十
八
日
写
会

4
0
0
五
)

こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
(
例
え
ば
こ
の
時
期
の
日
本
で
は
財
界

等
の
経
済
セ
ク
タ
ー
の
活
践
の
場
が
増
す
「
民
活
促
進
」
の
流
れ
は
強

力
な
も
の
で
あ
っ
た
υ
)
o
-

般
的
に
政
府
組
織
は
経
済
セ
ク
ヲ
!
と
の

連
携
を
強
め
た
(
町
村
・
A

九
九
四
)
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
c

前
述
し
た
と
お
り
、
基
本
的
に
は
政
策
ア
ク
タ
ー
が
認
識
し
て
は
じ

め
て
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
以
上
の
基

本
的
な
整
理
に
留
め
る
。

四

四
全
総
の
分
析

四

l
一
回
全
総
の
政
策
過
程
|
唱
導
連
携
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析

l

四
i
一
l
一
ア
ク
タ
ー
の
一
覧

は
じ
め
に
、
間
金
総
の
策
定
に
関
与
し
た
ア
ク
タ
ー
を
時
系
列
に
整

理
す
る
。
な
お
、
ア
ク
タ
ー
関
の
作
用
(
政
策
志
向
学
資
)
を
章
悦
す

る
本
稿
で
は
、
ア
ク
タ
ー
の
持
つ
属
性
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
の
整
理
の
中
で
政
策
過
程
に
関
わ
っ
た
ア
ク
タ
ー
を

川
「
会
総
の
同
土
庁
試
案
の
決
定
権
者
」
で
あ
る
「
審
議
会
」
(
こ
の

・
中
に
は
、
全
総
の
諮
問
・
答
申
の
主
体
で
あ
る
審
議
会
・
計
画
部
会
と

内
閣
総
理
大
臣
を
含
む
。
作
業

G
は
公
式
な
決
定
権
者
で
は
な
い
が
、

審
議
会
の
管
理
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
間
接
的
な
決
定
権
者
と
み
な
し
、

括
弧
書
き
と
し
た
。
)
と
、

ω
「
非
決
定
権
者
」
で
あ
る
「
そ
の
他
の

協
議
関
連
機
関
」
に
分
け
(
こ
の
中
に
は
、
審
議
会
事
務
局
で
あ
る
作

J¥. 
o 

業

G
と
関
わ
っ
た
ア
ク
タ
ー
を
合
む
じ
)
、
時
期
別
に
ぷ
す
(
衣

4
)
(
※

印
は
政
策
隣
接
分
野
で
あ
る
「
此
泊
」
「
都
市
」
関
述
で
積
鋭
的
動
き

の
あ
っ
た
組
織
を
含
む
J

開
発
政
策
に
関
し
て
発
r
…
川
の
あ
っ
た
紛
織
は

「
非
決
定
権
者
の
姿

ωよ
(
関

2
)
の
中
で
と
り
上
げ
る
}
〈

四
l
一
ー
ー
ニ
連
携
グ
ル
ー
プ
|
唱
導
連
携
モ
デ
ル
に
よ
る
図
式
化
|

次
に
、
政
策
過
殺
に
お
け
る
発
…
討
の
状
況
を
時
系
列
に
抽
出
し
た
《

具
体
的
に
は
、
発
訴
状
況
に
従
っ
て
川
決
定
権
者
の
競
合
関
係
に
よ
り

形
成
さ
れ
る
連
携
グ
ル
ー
プ
の
主
構
成
メ
ン
バ
ー
、
叫
政
策
ア
リ
ー
ナ

に
対
し
要
望
・
提
言
を
行
っ
た
非
決
定
権
者
で
あ
る
ア
ク
タ
ー
、
同
各

段
階
で
転
換
の
き
っ
か
け
や
調
繋
の
役
割
を
初
い
っ
た
政
策
ア
ク
タ
ー
を

示
し
、
最
後
に
昭
導
連
携
の
状
況
を
整
理
し
た
(
悶

2
)
。

(
前
段
階
)

政
府
与
党
を
中
心
と
し
て
行
革
に
お
け
る
「
民
活
」
の
主
要
性
の
認

識
が
高
ま
り
、
関
連
省
庁
が
様
々
な
協
議
機
関
を
設
置
し
は
じ
め
た
(
例

え
ば
、
国
土
庁
・
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
、
建
設
省
・
都
市

対
策
推
進
委
員
会
、
壮
一
庁
。
表
4
参
照
)
。
悶
土
庁
で
内
全
総
策
定
に
向

け
準
備
が
行
な
わ
れ
た
時
期
。

(
I
期
)

悶
土
庁
の
作
業

G
が
四
全
総
策
定
を
内
外
に
発
表
し
、
新
た
な
審
議

会
と
計
画
部
会
が
発
足
し
た
。
国
土
庁
は
作
業

G
、
計
両
部
会
を
通
じ

て
、
地
方
自
治
体
、
財
界
、
学
会
、
そ
の
他
団
体
な
ど
、
各
方
面
か
ら



アクター(一覧)

協議機関

上段.決定権者(審議古) 表記 急車 成 員

下段非決定権者(その他協議関連機関)

前言 国土審議会(!日会長、ニ全総時〕 l日審議会 会長.石原商失(海外緩漬協力基金総裁、元日本開発銀行総裁)

F宣 調査部会 調査部書 各分野の専門軍司大学教捲(5専門部書)

ち非
公共的事業への民間活動導入に関する特 ※民活調* 自民党政務調査会内に設置、会長.桜内義雄、その後、字野宗

準決
~JJ調査会 ('83 .7設置、通称民活調査会1 佑、荒野光講を絞て、木部佳昭 ('86，6)

備定
定住プロジェクト推進委員会 定住香辛 委員長:僑口収学会財界・官僚08委員 (20名)
都市対策推進委員会 ('83.4，8) ※都推重 建設省設置、委員長:建設省事務次官

トートー司

決国土審議会 金長 安藤太郎{肘)日本高層住宅協会理事長、住友不動産会長)

議員、学識経験者{官僚出身、地方自治体)ら45名
計画部会 計器部会 部会長、八十島轟之勤{東大名音教揖.都市計麗骨!1)

I~ 1 i -I (国土庁作撞部局計画調整局) 作業G (国土庁計画・調整局)

作業G'意見父検・ブロンク会議・調査 (者欄事照) (意見)経済団体、地方公共団体、 47都道府県、 10政令指定都
期 的対聾者 市、市町村長会、農業団体、(会E華)全国ブ口 yク会議出揮者、

非 (鵠査)学識経験者、ほか

関係審議会会長・特別垂員懇談会 特別懇 国土審議会特別委員ならびに、国土庁閣僚審議会の会長

/ 公共事業への民間活力導入に関する特別 楽民活5再* 岡上
調査会 ('83.7) 民活調査会j

関連
国有地等有効活用推進本部 ('83，10) 国有地推事 中曽根首相(本部長)、経企・大滋・置輸大臣が副部長。

回全総研究推進議員連盟(85.11-) 促進連 与党地方派議員、金長‘加藤六月(元国土庁長官)

情L曙長2i虫EU型 l叩
建設省

弘首都書 国土庁

際民活垂 経団連・委員長、河相良一、住宅部舎畏.坪井車、大規模プロ

ジェケト部会;石川六郎、地方部金.世縁遠二

審議会 同上

計画部会 向上

大都市WG 国土庁、座長、下河辺淳{元国土庁事務攻官)

側 面政懇率 国土庁長官私的機関、座長、加藤一郎(元東大学長句首相ブレ

ノ非
('86.9設置) ンと目され吾)学会、財界、民問委員。(計画部会と重複)

関係審議会会長特別委員懇談会 特別懇 問上
転 民間活力推進懇談会 ('86.9設置) W民活懇* 康長 膏醸英四郎、経団連会長、事務局・内隠官房特命事項担

換法 {別名/金丸懇談会 当室、経済界，学金・言論界・地方自治体の甚界有識者20名、

AI1l:上 オプザ パ 9省庁(経企・国土・大蔵・農水・通産・運輸・
郵政・建設・自治)

四全総研究推進議員連盟 促進運 向上

自民党・都市政策調査会 攻都市政調 会長、松主光、与党党員
トー

I[i国一土審一議会
決

審議会 同上

計画部会 計画部会 同上

m 111: 
大都市ワ キノデデループ 大都市WG 向上

M! 国f土国土政庁作業部局 計闇・調整局) 作業G (向上}

/ 策懇談会 国政懇 同上

転i非 国土庁作業部局、計箇・調整局)による (右欄春照} (会議)ブ口 yク会議出席者、(調査)全国市区町村

換，失
フ口ノタ全議・全国市区町村に対する (意見)全国都道府県、政令指定都市

アンケート調査・意毘空換
B 国土庁・地方振興懇談会 地方振興懇 国土庁長官、計画ー調豊富局長、知事・市長村長など
定
罰金総研究推車議員連盟 促進懇 向上

国民間土活審議力会推進懇談会、 (別名)金丸懇 珍民活懇 向上
トー

決
審議書 向上

N 言十翻部会 計画部会 同上

制定
』恒・』ー

t国土庁作業部局計画調整局} 作業G (向上)

国土庁咋業部局(計画・謂整局)調整 (右欄参照) 大蔵・通産省他、自民党(政調会、総務会〕、経済団体、地方

自治体

|定 決定 家ilj宵対龍閣僚会議 ('87.5.271 経漬閣僚会議 政府間骨ならびに与党の霊員

健設省・道路審議会 場道路審 建設大臣の諮問機関、委員長、庖之内由紀夫

表4

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
嗣
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
川
)

ム印 当日寺田政顎隣接骨野([民活J[都市j関連1組織の設置
す民活調 中曽根首栂の要請にで、自民党政務調査室内に設置c

本定{主要‘四全総の具体的事業とその推進方法を f民間活力による推進Jの観占から績討する。
常民活調査:公共事聾への民活導入を検討l プ口ン zクトとして都市再開発、国公有地活用、住宅・宅地、先端産購等地方開発、など。

本国有地推:都市内の国有地車び国鉄用地の総合的かつ効果的な活用を推進することを目的とする。

中間政懇.国土政葉をめぐる量要問題について専門家以外の広い視野から自由主議論を行なうことを目的とする。

虫民活懇.国務大臣(民間活力導入問題担当)に就任Lた金丸信畠総理的招請による。

J¥、
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波
法
政
第
三
十
八
号
(
二

O
O
五
)

の
意
見
聴
取
を
行
な
っ
た
c

そ
の
結
果
、
取
点
の

N
A
M
都
u

推
進
な
ど

多
機
分
散
や
地
域
振
興
が
求
悦
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
を
ぷ
し
(
例
え

ば
、
「
初
日
新
開
」
一
九
八
六
年
七
月
↑
七
日
(
朝
)
ご
川
、
問
仁
丹

‘
八
日
(
朝
)
一
二
屈
な
ど
て
そ
れ
以
降
の
調
資
・
審
議
の
結
果
で
あ

る
H

素
案
。
も
こ
れ
を
い
以
映
し
た
も
の
と
な
り
、
「
同
士
の
均
衡
代
化
泌
」

路
線
は
継
承
さ
れ
た
右
朝
日
新
聞
」
一
九
八
六
年
八
月
九
日
(
籾
)

一
副
)
。
し
か
し
「
同
上
の
均
衡
発
民
」
路
線
を
継
ぷ
し
た
凶
土
庁
試
案
の
方

針
を
報
貯
す
る
悶
土
庁
綿
貫
一
丸
山
U
に
対
し
て
、
中
的
根
首
相
の
反
応
は
、

必
ず
し
も
こ
れ
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
二
朝
日
新
聞
間
一

九
八
六
年
八
月
八
日
(
朝
)
‘
.
樹
、
同
九
月
.
日
(
タ
)
‘
泌
)
。
「
国

t
の
均
衡
発
様
」
路
線
」
を
地
万
へ
の
均
.
な
配
分
を
志
向
す
る
も
の

だ
と
す
れ
ば
、
「
東
京
の
位
mm付
け
が
決
ま
ら
な
い
と
国
土
全
体
の
方

針
も
決
ま
ら
な
い
」
と
す
る
訂
相
の
立
見
、
な
ら
、
ぴ
に
首
相
の
指
示
し

た
「
都
市
問
題
へ
の
波
及
」
は
、
間
金
総
の
方
針
転
換
(
吸
い
氏
施
策
が

地
方
か
ら
都
市
へ
と
変
わ
る
方
向
)
を
示
峻
す
る
も
の
と
各
方
雨
で
受

け
止
め
ら
れ
た
(
協
議
機
関
は
こ
の
時
期
に
も
多
数
設
前
)
。
ま
た
こ

の
時
期
、
政
府
で
は
行
革
・
民
活
路
線
の
促
進
が
模
索
さ
れ
、
中
的
同
根

行
相
は
自
ら
本
部
長
を
つ
と
め
る
間
有
地
等
有
効
活
用
技
進
本
部
(
一

九
八
一
一
一
年
一

o
n設
置
、
表
4
参
照
)
を
立
ち
上
げ
た
。

(
E
期
)

前
相
の
指
示
に
よ
っ
て
、
首
相
ブ
レ
ー
ン
と
目
さ
れ
る
人
物
を
会
長

J¥、

と
し
た
p

得
議
機
関
で
あ
る
凶
政
懇
(
同
上
庁
長
官
の
弘
的
機
関
と
さ
れ

る
)
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
と
時
期
を
附
じ
く
し
て
、
政

府
・
内
閣
総
明
大
刊
の
狭
山
問
機
関
で
あ
る
凶
ト
仁
川
添
議
会
・
叶
一
川
両
間
部
会
の

中
に
も
大
都
市
W
G
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
都
市
政
策
が
民
点
的
に
検

討
さ
れ
た
、
こ
の
結
果
、
計
耐
部
会
が
ま
と
め
た

ρ

川
州
公
審
議
の
経
過

報
K
M
N
(
中
間
綴
H
A
H
)

で
は
、
同
際
化
を
に
ら
ん
だ
「
附
界
都
市
東
京
」

と
し
て
の
郎
市
改
造
の
必
要
性
が
強
調
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。
各

H
出

か
ら
都
市
政
策
へ
の
抱
一
パ
が
あ
っ
た
も
の
こ
の
時
期
で
あ
る
(
山
氏
2
参

照
)
コ
(
本
稿
で
は
、
「
地
万
↓
都
市
荒
川
悦
」
の
政
策
転
抽
択
を
「
転
換
A
」

と
呼
ぶ
)

へ
盛
期
)

転
換
A
に
対
し
て
、
地
方
2H治
体
や
地
方
財
界
、
地
万
一
似
の
与
党
議

員
な
ど
か
ら
「
地
・
万
軽
視
」
と
し
て
激
し
い
反
発
が
起
こ
り
、
マ
ス
コ

ミ
報
道
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
以
発
は
、
ぞ
れ
ま
で
に

お
こ
な
わ
れ
た
閉
会
総
に
対
す
る
政
府
見
解
を
動
揺
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ

り
、
関
土
庁
は
、
呼
び
方
針
を
検
討
し
な
お
す
必
要
に
追
ら
れ
る
。

こ
の
結
果
、
「
地
方
活
性
化
策
」
に
バ
及
す
る
こ
と
が
次
の
采
要
課

題
に
な
る
と
問
時
に
、
作
業
G
は
地
方
振
興
懇
談
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
開
催
な
ど
、
主
な
地
万
関
係
省
か
ら
の
意
見
聴
取
に
努
め
る
こ
と
に

な
っ
た
心

こ
の
流
れ
の
中
、
川
中
曽
根
首
相
の
(
都
市
改
造
に
対
す
る
)
ト
ー

ン
の
変
化
、
川
首
相
ブ
レ
ー
ン
を
会
長
と
す
る
国
政
懇
の
捷
一
ぎ
で
あ
る



「
人
口
や
諸
機
能
の
収
ぶ
集
中
傾
向
を
抑
え
る
た
め
、
同
会
総
で
は
地

方
分
散
政
策
を
明
確
に
打
ち
出
す
べ
き
」
(
「
初
日
新
開
」

A

九
八
七
年

三
月
じ
日
(
初
)
間
同
)
、
同
国
土
庁
が
行
な
っ
た
「
全
市
町
村
長
ア

ン
ケ
ー
ト
」
で
も
東
京
重
悦
に
対
す
る
以
発
が
数
字
で
説
明
さ
れ
る
な

ど
(
吋
朝
日
新
聞
」
・
九
八
七
年
一
二
月
八
日
(
粉
)
二
一
両
)
、
東
京
集
中

に
対
す
る
批
判
的
が
随
所
で
活
発
に
な
っ
て
ゆ
く
。
(
本
稿
で
は
、
「
都

市
↓
地
方
」
の
政
策
転
換
を
「
転
換
B
」
と
呼
ぶ
)

(
町
印
刷
矧
)

転
換

B
を
反
映
し
て
、
‘
九
八
じ
年
五
万
二
九
日
に
後
ぷ
会
に
よ
り

公
衣
さ
れ
た
間
企
庁
案
は
、
凶
際
化
に
対
応
す
る
都
市
改
造
(
東
京
の

計
一
界
的
役
割
の
悩
明
大
へ
の
対
応
)
と
、
関
阿
凶
問
・
ヤ
引
中
山
mm
閥
へ
の
…
部

機
能
分
仰
い
な
ど
。
)
と
地
域
振
興
(
地
方
の
活
性
化
、
特
に
模
造
不
況

へ
の
対
応
策
や
、
高
速
交
泌
総
を
小
心
と
し
た
蕊
恥
紙
幣
備
な
ど
)
の
耐

力
の
路
線
を
反
映
し
た
も
の
と
な
り
た
つ
こ
の
案
で
は
取
点
臨
泌
間
以
ぬ

や
一
件
開
発
な
ど
の
新
ド
山
本
木
と
、
地
ト
μ
J

で
の
整
備
ブ
口
、
ン
エ
ク
ト
が
川
時

に
凝
り
込
ま
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

発
表
後
の
焦
点
と
な
っ
た
の
が
、
川
「
求
心
以
，
械
集
中
抑
制
」
の
施

策
で
あ
る
「
都
内
事
業
所
に
対
す
る
新
税
の
構
想
」
に
対
す
る
財
界
、

及
び
関
述
省
庁
を
山
中
心
と
す
る
反
党
と
、
山
「
整
備
新
幹
線
へ
の
活
工

の
前
提
条
件
(
財
源
問
題
)
を
ぷ
す
条
項
」
の
削
除
(
主
に
経
備
新
幹

線
を
よ
り
積
械
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
与
党
議
員
グ
ル
ー
プ
の
、
.
仁
川
駅

に
よ
る
)
を
め
ぐ
る
、
与
党
内
対
訟
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
A

つ
の
反
稔
・
安
刊
日
正
が
悶
土
庁
案
に
変
史
を
せ
ま
る
流
れ
と
は

別
に
、
地
域
振
興
日
的
の
イ
ン
フ
ラ
秩
備
を
は
じ
め
と
す
る
「
内
一
市
拡

大
」
路
線
が
政
府
内
で
も
共
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
朝
日
新
聞
』

一
九
八
七
年
五
月
つ
九
け
(
初
)
問
'
側
。
)
。

こ
れ
ま
で
の
整
燃
に
よ
っ
て
、
決
定
権
肴
で
あ
る
政
策
ア
ク
タ
ー
が
、

従
米
か
ら
の
方
針
を
締
本
し
「
地
域
振
興
」
を
、
上
張
し
た
「

m
tの
均

衡
脱
出
淡
路
線
」
(
以
下
、
均
衡
発
展
派
と
呼
ぶ
C
)

と
、
前
相
の
指
示
の

後
に
賛
同
者
が
顕
作
化
し
、
「
都
市
改
造
」
を
主
張
し
た
江
間
際
化
・

都
市
改
造
路
線
」
(
以
ド
、

W

仰
市
改
造
派
と
呼
ぶ
。
)
と
い
、
つ
主
裂
な
-

A

つ
の
立
場
へ
二
鋭
化
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、

非
決
定
権
私
自
が
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
対
し
て
多
数
の
発
は
を
行
っ
て
い
た

こ
と
も
線
認
で
き
る
(
凶
2
て

こ
の
よ
う
に
、
政
策
ん
針
の
丈
脈
が
叫
転
換
A
、
必
転
換
日
υ
、
J)打以

終
決
定
と
い
う
大
き
な
政
策
変
化
を
絞
て
き
た
山
げ
で
、
ぞ
れ
ぐ
れ
の
々

向
を
主
将
(
発
菜
、
加
州
肋
絵
、
決
定
)
し
た
ア
ク
タ
ー
に
つ
い
て
細
か
く

!
い
戸
、
九
戸

r
J
J

tノ
v
(
J
r一

川
初
期
か
ら
転
換
A
の
変
化
を
促
し
た
げ
如
何
の
品
訓
示
三
九
八
六

年
七
月
)
(
叶
一
川
州
部
会
・
審
議
会
は
そ
の
指
不
を
取
り
込
ん
だ
政

府
見
解
で
あ
る
「
得
議
経
過
報
行
い
提
示
(
一
九
八
六
年
令
一
刀
)

を
刊
伎
に
挫
ボ
)

川

転

換

A
か
ら
転
換
円
。
へ
の
変
化
で
、
ま
ず
転
検
人
に
目
的
寸
ゐ
非

決
定
権
者
か
ら
の
以
発
に
同
調
し
た
間
企
庁
・
作
業
G
(
一
九
八

「
第
問
次
全
国
総
合
開
発
計
両
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
削
)

}¥. 



政策アリーナ

連携グループ 連携グループ

〈国土の均衡発展路線> <国際化・都市改造路線>

((会総'iEu路線)) ((臨錦・行革・民活路線》

前段階・・・
政策
プロ』カー

I期…
(開始〉

W鋤・・・
(決定)

図 2:モデル図(前段階・ I-N期)

補足資料 r朝日新開j1981~1987iド
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五
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凡例

(唱週革連携グループ)

口述柳川)

一一ー 政策Tロ肯ーや主主紛
。政策7ロv力的業}

ーー砂 協議の流れ

{外生要因・利益団体}

'コ 非決定権者一の基~~望・反発印且容姿凶)

~ 非決定権者の支持・挺常{似J韮婆肉)

(除1rI> i主)
※ 1 r!r将絞首相(当11:1')の指ノjミの内容については、『朝日新開j1986年8H8El21面、

及び|尚19JJ21J (タ) 1闘を参照した。

※2 計!由i吉11会、審議会が86年12月2Hに公炎した「調査審議経過報告Jに対する各界
の反応については、『朝日新開j1986年12月14日2阪を参照した。

※3 灯都委から首相1への答11I1-持者日i議は[1本の政if、経済、文化のrl'心だけでなく、問
際交流の拠点としてもふさわしい機能を殺備すべきだJは、 f朝日新開j1986年 5月

21 I1 (紛) 3iiiiを参照したの
※4 r粉日新聞j19871f' 1 JJ 16日4耐を参照した。地方自治体首長のほか、関商経済連
合会、中部経済迎合会、東北経済i車合会など、地}j経済団体の役呉の発t:lには閥会総
家案に対する反発が目立つ。

※ 5 r朝日新聞j1987年3月18日(夕) 2 [訴を参照

※ 6 これは「東京集rl'を抑える施策Jとされる。調終判n三の省庁は大蔵・自治・悠設・
j並政省など (W朝日新聞j1987年3fJ 18日(タ) 2 [討を参照)。

※7 I!ll全総I五JtJr試案 (87olo5 JJ 28日付)に対し、財界からは「新たな税負担に対する
反発Jだけでなく、「民活に触れていないことへの不満」の戸もlHた(p初日新聞J1987 

{Ic 5 !J 29 FI (刺) 9 HrIを参照した)。

※ 8 1'1民党による整備新幹線の財源問題に関する記述をi切除させる動き、及び党内対立
と澗撃について、 f朝日新聞j1987年6fl18U (l初) 2酋lをはじめとして、同月に報

道された新聞記引を参照したc

※9 その後の、東京都による臨海側都心開発等の大規模プロジェクト促進の動きについ

て鈴木都知事(当時)の発バは、r.:VJIJ新fJrU1987{f 6 JJ 27日27前Iを参照したn

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
凹
)

:
、
-
l

一
戸
壬



筑
波
法
政
第
一
二
十
八
日
万
(
二

0
0
.な

じ
年
.
け
か
ら
F

」
月
)
、
そ
の
後
転
換
β
を
正
当
と
す
る
見
解
が

治
さ
れ
た
(
同
政
懇
の
挺
一
パ
、
作
業

G
に
よ
る
市
町
村
長
ア
ン
ケ
ー

ト
結
采
公
衣
な
ど
ハ
占
九
八
七
年
一
一
一
リ
コ

川
円
以
終
的
に
オ

l
ソ
ラ
イ
ズ
〈
終
巾
)
を
行
な
っ
た
審
議
会
・
計

側
部
会
三
九
八
七
年
.KHけ
か
ら
六
日
け
て

以
上
、
一
二
度
の
政
策
転
換
点
に
お
い
て
、
川
首
相
↓
大
郎
市

W
C
-

一
一
訂
桝
郎
会
a

審
議
会
、
凶
作
業

G
(同
政
愁
他
)
、
同
様
議
会
-
一
一
一
一
川
阿

部
会
、
が
「
品
市
議
↓
判
州
終
↓
決
定
い
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
段
際
で
、
非

決
定
株
苫
か
ら
の
以
命
や
必
刊
濯
を
取
り
込
み
な
が
ら
政
策
逃
程
を
主
導

し
て
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
c

そ
の
後
の
政
策
決
定
の
方
向
性
に
大
き
な
彩
響
を
与
え
た
こ
れ
ら
の

政
策
f
ク
タ
!
は
、
そ
の
来
た
し
た
役
捌
か
ら
考
え
る
と
サ
パ
チ
ィ
ア

の
従
附
す
る
H

政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
ι

に
あ
た
る
も
の
と
判
断
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

四
!
一

i
一
一
一
政
策
方
針
の
変
化

こ
こ
で
は
、
調
任
・
審
設
内
容
か
ら
連
総
グ
ル
ー
プ
附
の
初
過
点
を

明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
い
を
め
ぐ
る
、
政
策
ア

ク
タ
ー
の
相
正
作
用
を
検
討
し
て
政
策
方
針
の
変
化
が
起
こ
っ
た
腿
市
川

を
説
明
し
て
ゆ
く
。

こ
れ
ま
で
ア
ク
タ
ー
間
の
作
用
を
整
環
し
て
、
州
引
導
述
携
の
モ
デ
ル

関
を
作
成
し
、
連
携
グ
ル
ー
プ
の
動
き
を
抱
擁
し
て
き
た
「
次
に
、
競

丁、、一、
r
/

ノ

介
す
る
述
扮
グ
ル
ー
プ
問
で
行
な
わ
れ
た
「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
一
を
め

ぐ
る
判
例
公
・
得
議
の
内
符
を
、
サ
パ
テ
ィ
ア
(
印
与

2
5・
3
∞
乏
の
提

示
し
た
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
ゴ
白
つ
の
水
併
に
治
っ
て
、
そ
れ
ま
で
協
刊
附

さ
れ
た
内
符
・
争
点
に
も
と
づ
い
て
終
期
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
f

札一(

体
的
に
は
時
系
列

(
I
l
w期
ご
と
)
で
の
整
瑚
を
行
い
作
連
機
グ
ル
ー

プ
問
問
に
日
比
ら
れ
る
相
違
点
を
問
問
機
に
す
る
(
小
川
氏

5
プ

次
に
検
討
す
る
の
は
、
全
総
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
お
け
る
競
命
グ

ル
i
ブ
が
相
互
作
川
を
し
な
が
ら
協
議
が
進
行
し
た
こ
と
を
ぷ
す
{
つ

ま
り
、
政
策
志
向
型
学
官
が
行
わ
れ
た
か
夜
か
を
検
証
す
る
)
こ
と
で

あ
る
ハ
こ
れ
を
係
認
す
る
た
め
に
は
、
災
な
る
い
い
ん
ふ
を
背
決
に
持
つ
述

務
グ
ル
ー
プ
(
こ
こ
で
は
、
「
同
士
の
均
衡
発
脱
路
線

7
志
向
け
る
ρ

均

樹
党
民
派
ぷ
ー
と
「
凶
際
化
・
都
市
改
造
路
線
い
を
仰
向
げ
る
N

開
山
市
改
造

派
μ

が
山
刊
山
内
丸
さ
れ
ソ
Q
)

の
問
で
、
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
変
化
が
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
ア
ク
タ
ー
の
発
言
に
よ
り
促
さ
れ
た
か
、
も
た
ら
さ

れ
た
政
策
変
化
は
ど
の
よ
う
な
内
脊
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

政
策
方
針
の
変
化
が
、
大
き
く
三
つ
の
争
点
で
競
令
関
係
を
も
ち
な

が
ら
、
円
以
終
案
へ
と
結
巾
た
し
た
こ
と
を
4

ぶ
し
た
の
が
同

3
で
あ
る
r

な

Imの
争
点
「
旧
刀
針
の
継
承
」
で
は
、
均
衡
発
展
派
が
競
合
殺

の
彩
響
を
受
け
る
'
」
と
な
く
川
方
針
を
継
承
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。ゆ
E
郊
の
争
点
「
方
針
転
検
の
是
非
(
郡
山
改
造
派
こ
で
は
、
「
都

市
改
造
」
と
い
う
一
新
た
な
政
策
万
針
が
、
中
的
H
校
児
首
相
の
発
一
台
H

に
よ



表5:調査・審議内容に見る住携グループ間の相違点

I期 !日方針の継続

連携グルーブ
審議会、 調均査衡部発会展、誠作〔業国G土のι定灼住衡書発1展路線}

[国際化 民活・都市開発路線]

構成員
[国有推(中曽根本部長 1、民活検(建設省j、宜イ主要、

他]
卜一一一 一l国土の一切一樟iな発一展・一定住一一一一一
主右主張

[国内環境の改善が必要‘行政改革]

[国際環境の変化に対応 民活]

~一一芸 定住構想的継続、地方への配分(一律〕 [行政改革促進、国際協調]

区百五両面雨漏:扇面扇了一 [民活の開発政輩への導入鴨投資規模拡大]

事 業I宜住施捕の改良・空通体系整備、自然環境形成・管理、 [国内 国際環境対応、新たな土地政策・固有地利用]
地域活性化、資金確畢(民活可能性自模索)

方針転換の是非(都市改造派)

事

都市改造ilr((国際牝 都市改造路線J

{都市派議員(与党に東京都財界(民活))

ou(世界都市東京論い都市〔東京圏)に重
.民間活照的導入

{東京圏)中心の悶士機能分担

(東京圏1整備、通信・交通体系の全国的拡貫

ィス需要イノ7ラ整備
都市再開発(臨海開発、環状道路整備計画、等J

方針転換の是非(均衡発展派)

都市改造諏(国際化都市改造路線/

大都市WG、国政懇、計画部会、(都市i院議員(辛党)
都市政調(与党)、民活懇提言 86.11日

とともに 東京草中の是正を求l産業・人口が集中している東京・大阪圏の位置付けがを
己主めて国士記蘭委事定する」

国際化に対応する図土構想

国土の中枢をになう都市(首都圏)在重視

地域の機能骨担を明確化

新たfJ:大規模プロジェク卜の槍討

均衡発展漏(国土の鈎揖i発展路線)

iJl夕方派議員 i与党、 地方自治体、民活懇提言

86.12，10) 
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「
第
閥
次
A
i
同
総
合
開
発
計
耐
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
川
)

最終方針下(均衡発展 e都市改造路線の同時追求)における回全総の事業内容

均衡発展満 t国土の均衡発展路線}

方ilri議員 ι与党上地方自治体l

と
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都市改造派
(関際化・都市改造路線)
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/行政改革(臨調) "¥ 

¥. l~問t肋の導入/
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首相指示事 {悶際化・都市改造路線)
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均衡発展派
([.誼土の均衡発展路線)

{前段階)

(l期)fl 

方
針
転
換
の
是
鼻

(ll耳障

グ i高速交通機関 lJ')'斗 署同医会 中継東京・地方活性化
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図3:政策方針の変化

り
政
策
ア
リ
ー
ナ
で
争
点
化
し
た
(
「
朝
日
新
聞
」
一
九
八
六

年
八
月
八
日
(
朝
)
二
両
)
。
こ
の
発
言
後
は
、
都
市
派
議
員
、

財
界
関
連
間
体
な
ど
、
都
市
改
造
の
方
策
に
つ
い
て
非
決
定
権

者
か
ら
の
提
設
が
相
次
い
だ
。
決
定
権
者
で
あ
る
審
議
会
の
中

で
も
、
計
-
胸
部
会
の
中
に
さ
ら
に
大
都
市
W
G
が
設
け
ら
れ
、

大
都
市
W
G
を
中
心
と
し
て
方
向
転
換
の
是
非
が
検
討
さ
れ
た

結
果
、
同
年
二
一
月
の
計
蘭
部
会
・
審
議
会
に
よ
り
「
都
市
改

造
」
の
方
針
を
採
用
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。

③
E
期
で
は
「
方
向
転
換
の
是
非
(
均
衡
発
展
派
)
」
を
問

う
て
、
非
決
定
権
者
か
ら
再
検
討
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
(
前

述
)
。
旧
方
針
の
掲
げ
て
き
た
「
地
方
振
興
」
の
政
策
ア
イ
デ

ィ
ア
が
、
地
方
財
界
、
地
方
派
の
議
員
な
ど
、
地
方
振
興
と
利

害
関
係
の
あ
る
人
々
や
、
定
住
構
想
(
一
一
一
全
総
)
の
実
現
を
め

ざ
し
て
施
策
を
講
じ
て
き
た
地
方
自
治
体
な
ど
か
ら
根
強
く
支

持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
国
土
庁
(
作
業
G
を

含
む
)
は
地
方
重
視
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
作
業
G
は
地
方

あ
る
い
は
各
方
面
か
ら
の
意
見
聴
取
に
つ
と
め
た
。
こ
の
中
で

新
聞
方
針
両
立
の
雰
閉
気
が
醸
成
(
作
業
G
に
よ
る
市
町
村
長

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
国
政
懇
の
提
言
な
ど
、
前
述
。
)
さ
れ
た
。

④
即
日
期
の
争
点
は
「
最
終
方
針
(
新
旧
同
時
追
求
)
下
で
の

事
業
内
容
」
で
あ
っ
た
(
事
業
内
容
を
め
ぐ
る
競
合
関
係
の
詳

細
は
本
稿
四
|
一
ー
ー
二
の

W
期
を
参
照
の
こ
と
。
)
。



要
約
す
る
と
、
「
旧
方
針
の
縦
続
(
審
議
会
・
計
両
部
会
・
作
業
G
)
」

↓
「
新
方
針
の
争
点
化
(
首
相
)
」
↓
「
賛
同
者
か
ら
の
提
言
(
非
決

定
権
校
)
」
↓
「
新
方
針
の
採
用
(
移
議
会
・
計
阿
部
会
・
大
都
市
W

G
)
」
↓
「
反
対
者
か
ら
の
要
望
(
非
決
定
権
者
)
」
↓
「
削
方
針
の
再

検
討
(
問
土
庁
・
作
業
G
)
」
↓
「
新
出
方
針
尚
な
の
雰
閥
気
醸
成
{
作

業
G
・
附
政
懇
、
ほ
か
こ
↓
「
最
終
万
針
ド
で
の
事
業
内
容
(
容
議

会
・
計
一
側
部
会
こ
と
い
う
流
れ
を
経
て
、
間
全
総
が
結
尖
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
よ
、
つ
に
ア
リ
ー
ナ
で
の
決
定
権
者
間
の
競
合
関
係
に
加
え
て
、

作
次
定
権
者
に
よ
る
発
討
も
合
め
た
相
瓦
作
用
的
行
為
が
行
わ
れ
て
お

り
、
新
聞
方
針
を
掲
げ
る
各
述
携
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に

影
響
を
与
え
合
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、

Hm以
降
に
サ
バ
テ
ィ
ア
の
二
日
う
「
政
策
志
向
烈
学
期
日
」
と

い
う
相
正
作
川
が
起
こ
っ
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
i
一
一
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
特
徴

こ
れ
ま
で
の
政
策
過
程
の
記
述
に
よ
っ
て
、
政
策
方
針
の
転
換
点
を

境
日
に
、
中
的
M
根
首
相
(
転
換
A
)
、
つ
ぎ
に
作
業
G
(転
換
B
)
、
絞

後
に
計
阿
部
会
・
審
議
会
(
決
定
)
、
と
い
っ
た
三
者
を
、
会
総
の
方

向
づ
け
を
行
っ
た
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
特
定
し
た
、
本
節
で
は
、
こ
の

A

-

一
者
が
政
策
ア
リ
ー
ナ
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
の
か
に
右
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
特
徴
を
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

四
i
ニl
一
政
治
リ
ー
ダ
ー
型
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
一
・
中
曽
根
首
相

開
会
総
の
政
策
過
程
の

E
期
か
ら

W
期
の
問
問
に
、
均
衡
発
展
派
と
都

市
改
造
派
の
潤
で
の
政
策
方
針
と
具
体
的
な
事
業
内
谷
を
め
ぐ
っ
て
対

訟
が
表
傾
化
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
国
土
の
均
衡
発
展
路
線
で
ま
と
ま
り
か
け
た
悶
k
庁

案
に
対
し
、
首
相
が
「
都
市
'
問
題
へ
の
言
及
」
及
び
「
東
京
や
大
阪
な

ど
大
都
市
の
問
題
に
方
向
づ
け
で
き
な
け
れ
ば
日
本
会
体
の
方
向
づ
け

も
で
き
な
い
」
「
凶
土
政
策
の
専
門
家
以
外
か
ら
も
(
略
)
幅
広
い
意

見
を
聞
く
よ
う
に
」
と
悶
土
庁
長
官
に
指
示
し
、
作
業
延
長
の
可
能
性

も
視
野
に
い
れ
つ
つ
、
新
政
策
方
針
を
じ
っ
く
り
検
討
す
る
よ
う
要
請

し
た
こ
と
に
始
ま
る
右
朝
日
新
聞
附
」
一
九
八
六
年
八
月
八
日
(
初
)

二
耐
、
問
、
九
月
二
日
(
夕
)
・
一
面
っ
そ
れ
ま
で
金
総
の
政
策
ア
リ
ー

ナ
で
争
点
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
「
都
市
改
造
」
が
こ
の
と
き
以
降
争

点
に
ト
い
る
(
こ
れ
を
受
け
て
門
相
ブ
レ
ー
ン
を
合
む
学
者
、
財
界
人
を

中
心
に
問
ト
庁
長
官
が
私
的
訪
問
機
関
を
設
置
)
。
そ
の
後
、
都
市
に

関
す
る
調
資
・
得
議
を
継
続
し
た
川
一
一
川
側
部
会
は
八
六
年
A

二
月
に
制

点
目
・
議
議
の
け
州
報
告
(
小
附
制
限
配
川
}
を
発
衣
し
「
東
京
は
限
界
の
小

紋
的
都
市
と
し
て
位
指
づ
け
(
略
)
他
の
都
市
閣
と
以
別
す
る
」
と
い

う
方
針
を
打
ち
出
し
た
c

こ
れ
は
「
東
京
重
視
路
線
へ
の
転
出
刊
」
と
受
け
取
ら
れ
、
そ
の
後
各

ト
々
耐
か
ら
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
反
発
が
強
ま
る
と

と
も
に
、
前
抑
制
の
発
、
2

け
に
も
変
化
が
現
れ
た
、
例
え
ば
、
行
相
は
‘
九

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
一
間
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
川
)

J¥ 
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法
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十
八
分
(

A

宇

O
O
五

八
む
年
一
月
間
日
伊
勢
神
山
日
で
の
記
持
会
見
で
「
東
京
へ
の
集
中
を
避

け
る
べ
き
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
(
前
年
に
「
東
京
・
大
阪
な
ど
大
都

市
閣
の
佼
跨
づ
け
を
承
旧
制
」
と
発
汗
し
た
の
と
対
照
的
に
)
」
九
八
七

年
‘
川
島
一
六
日
の
首
相
の
施
政
方
針
演
説
で
は
、
「
多
税
分
散
制
下
山
悶
土

の
形
成
」
を
淡
説
で
力
説
二
朝
日
新
聞
」
…
九
八
じ
年
二
月
一
一
行
(
初
)

二
泊
)
す
る
な
ど
、
「
東
京
重
視
」
と
の
批
判
に
対
し
神
経
を
使
っ
た

発
三
が
目
立
っ
た
。
占
九
八
七
年
の
ゴ
今
月
に
は
首
相
の
指
示
に
を
受
け

て
設
け
ら
れ
た
、
同
政
懇
か
ら
の
挺
泌
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
地
万

か
ら
の
以
発
に
配
慮
し
つ
つ
「
東
京
倒
整
備
と
地

H
分
散
の
促
進
は
同

時
的
に
追
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
対
立
し
て
き
た
こ
つ
の

路
線
を
両
方
盛
り
込
む
よ
う
が
唆
し
て
い
る
(
吋
朝
日
新
聞
同
』

a

九
八

七
年
三
月
七
日
(
朝
)

A

面
、
間
耐
)
。
こ
の
提
d
H

は
答
申
、
あ
る
い

は
報
符
議
の
形
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
地
方
へ
の
配
慮
を
信
一
視
し

た
点
で
中
曽
根
げ
相
と
歩
調
の
合
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

以
上
か
ら
閉
会
総
で
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
烈
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
特
徴

を
要
約
す
る
と
、
川
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
政
治
手
法
(
閑

f
内
案
素
案

に
対
し
て
、
綿
貫
国
土
庁
長
官
を
通
し
て
指
示
を
出
し
た
こ
と
)
、
州

政
府
内
外
へ
働
き
か
け
を
行
う
(
公
的
な
議
議
会
に
対
し
て
、
私
的
な

諮
問
機
関
を
つ
く
り
広
い
範
凶
か
ら
の
意
見
を
募
る
と
と
も
に
、
陛
論

へ
の
影
響
を
あ
た
え
よ
う
と
す
る
。
)
、
川
世
論
に
同
調
す
る
(
地
万
か

ら
の
反
発
の
高
ま
り
の
中
で
、
都
市
路
線
で
は
な
く
多
極
分
散
恕
路
線

へ
路
線
変
更
し
、
地
方
振
興
も
重
視
す
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
て
と
い

JL 
f一、

、
っ
一
二
点
に
集
約
で
き
よ
、
っ
。

「
政
治
リ
ー
ダ
ー

m」
の
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
、
事
業
に
関
連
す
る

8
 

最
終
調
懸
の
け
川
副
で
H

批
論
に
同
調
H

す
る
点
で
は
、
:
一
念
総
と
間
全

総
に
は
共
通
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
(
山
川
・

-
J
O
O
問
)
。
「
多
数
行
の

文
持
を
獲
州
刊
で
き
る
政
策
方
針
を
支
持
し
な
が
ら
、
政
策
ア
リ
ー
ナ
に

れ
ら
の
な
向
(
よ
り
上
校
の
政
策
に
お
け
る
政
策
ア
イ
デ

f
ア
)
を
以

映
さ
せ
る
べ
く
凶
凶
に
は
た
ら
き
か
け
る
」
と
い
う
傾
向
を
持
っ
て
お

り
、
「
一
信
念
先
行
の
調
整
荷
」
と
い
う
点
で
他
鋲
型
と
民
な
る
コ

四

l
ニ
l二
所
轄
官
庁
型
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
一
作
業

G

作
業
G
は
悶
土
庁
の
計
阿
-

M

州
整
μ
切
で
あ
り
、
次
節
に
述
べ
る
得
議

会
・
叶
一
一
川
阿
部
会
の
庶
務
を
引
き
受
け
る
部
尚
で
も
あ
っ
た
c

拙
論
(
山
田
・
二

O
O
四
)
で
も
一
ぶ
し
た
が
、
比
較
的
新
し
い
行
け

で
あ
る
凶
上
庁
は
構
成
長
の
性
格
か
ら
み
て
、
他
省
バ
の
利
得
と
無
関

初凶

係
で
は
い
ら
れ
な
い
官
庁
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
)
と
す
れ
ば
、
利
得

調
整
に
お
い
て
政
策
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
役
割
を
来
た
す
だ
け
の
リ
ソ
ー
ス

を
持
っ
て
お
り
、
加
え
て
、
二
A

会
総
策
定
絞
粋
か
ら
け
ん
で
も
作
業

G
も

関
連
省
庁
と
の
問
の
利
謀
総
整
者
と
し
て
の
役
割
を
知
っ
て
き
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

間
金
総
の
政
策
過
税
を
見
る
と
、
凶
土
庁
の
作
業

G
が
、
庁
外
の
関

係
者
と
の
パ
イ
プ
を
作
り
、
関
係
者
の
怠
向
聴
取
を
計
両
的
か
つ
大
が

か
り
に
行
っ
た
こ
と
は
間
金
総
で
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
同
系



川
川
で
指
摘
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
(
政
策
過
却
伎
の
概
要
は
本
稿
、
表

2
に
掲
載
)
。

前
段
階
で
は
、
一
九
八
一
二
年
六
月
の
市
審
議
会
・
調
査
部
会
に
よ
り

つ
一
一
会
総
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
報
告
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

間
金
総
の
策
屯
に
向
け
た
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
防
、
凶
金

総
に
先
立
っ
て
、
山
内
活
を
導
入
し
て
定
住
構
想
を
推
進
す
る
た
め
、
同

上
庁
は
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
性
化
挑
進
委
民
会
(
橋
日
以
委
員
長
、

全
同
銀
行
協
会
述
合
会
特
別
一
機
関
(
元
国
土
庁
事
務
次
官
)
、
移
議
会

“
会
員
(
中
川
時
)
)
を
設
段
し
、
検
討
を
始
め
た
(
「
朝
日
新
聞
」

A

九
八

一
二
年
七
月
九
日
(
腕
)
一
面
)

正
式
に
間
会
総
策
定
に
若
手
し
た

I
期
で
は
、
人
去
に
づ
長
期
制
成
認
作

楽
で
九
八
四
年
一
-
月
公
衣
)
〕
「
主
要
な
計
耐
間
諜
題
」
の
た
め
の
作

業
が
行
わ
れ
た
r

長
期
制
此
叩
栄
作
業
の
過
殺
を
見
る
と
、
作
業

G
は
、
審
議
会
に
よ
る
調

公
・
審
議
が
本
物
化
す
る
比
例
の
一
九
八
凶
年
ぶ
か
ら
湖
交
に
務
手
し
て

い
る
u

同
年
:
今
月
に
は
有
識
者
ア
ン
ケ
ー
ト
二
人
と
国
土
の
将
来
像

に
関
す
る
調
査
ピ
を
行
い
、
同
年
i
Hけ
か
ら
問
月
末
に
か
け
て
は
「
社

両
阿
部
会
委
民
」
と
の
懇
談
会
を
-
一
同
に
わ
た
り
テ

l
マ
加
に
泣
け
て

い
る
ァ
計
脳
部
会
に
よ
る
吋
則
金
総
長
期
泌
繋
作
業
中
間
と
り
ま

と
め
(
通
称
、

H-rT.
一
世
紀
へ
の
民
認
)
い
の
公
表
(
附
年
一
A

月
)

の
後
に
作
業
G
が
行
っ
た
の
は
、
各
↑
刀
両
か
ら
の
意
は
聴
取
、
及
び
計

阿
部
会
委
員
か
ら
の
意
見
聴
取
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
上
庁
の
資
料
に

よ
れ
ば
「
(
四
余
総
の
)
主
要
な
計
両
課
題
」
を
検
討
す
る
た
め
の
作

業
と
位
績
づ
け
ら
れ
、
経
済
団
体
(
一
九
八
開
年
‘
七
月
か
ら
袈
年
一

月
)
、
地
万
公
共
同
体
三
九
八
五
年
一
月
か
ら
一
一
月
六
そ
の
他
間
体

三
九
八
五
年
四
月
か
ら
五
月
)
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
っ
た
(
同
時

期
に
は
計
一
削
部
会
(
第
七
凶

1
第
二
心
刷
、
一
九
八
五
年
二
一
月
か
ら
が

月
)
が
各
省
庁
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

τ
そ
の
後
、
作
業
G
は

今
九
八
六
年
一
一
月
に
は
悶
上
庁
と
し
て
「
間
全
総
地
域
会
議
」
を
合
同

の
七
ブ
ロ
ッ
ク
で
関
係
し
、
各
都
道
府
県
等
の
問
で
怠
見
交
愉
釈
を
行
っ

た
(
同
土
庁
計
一
例
・
減
税
局
監
修
(
第
H
部
了
一
九
八
九
、
八

μ、

四
八
開
災
)
。

H
期
は
、
中
曲
目
線
や
川
知
が
「
官
僚
の
作
文
で
な
い
よ
う
に
」
「
都
市

問
題
に
ふ
け
及
す
る
よ
う
に
」
(
「
朝
日
新
聞
い
一
九
八
六
年
八
月
八
日
(
的
)

ゐ
直
面
)
!
と
紛
貰
樹
上
庁
長
官
へ
の
指
示
し
て
以
降
、
新
た
な
洲
市
笠
機
関

の
設
耐
等
、
摘
附
AA札
・
審
議
に
大
き
な
変
動
が
起
き
た
時
削
別
で
あ
る
て
」

の
時
期
に
は
作
業

G
に
上
ゐ
外
部
関
係
者
へ
の
山
必
見
聴
取
は
行
わ
れ
て

い
な
い
f
J
O

国
燃
は
、
計
阿
部
会
と
復
ぷ
会
に
よ
り
「
，
後
議
の
続
過
椴
行
(
中
間

と
り
ま
と
め
と
が
公
夫
さ
れ
、
「
都
市
改
造
路
線
つ
氷
点
近
悦
μ

と

し
て
批
判
を
あ
ぴ
た
路
線
ご
と
い
、
つ
新
必
幻
が
示
さ
れ
た
い
け
相
の

嬰
望
に
応
え
た
計
両
泌
会
・
議
ぷ
会
の
一
帯
議
の
経
過
報
告
(
小
川
と

り
ま
と
め
ご
三
九
八
六
年
a

二
月
)
に
付
す
る
反
経
(
地

U
J
M治
体
、

地
-vH
財
界
、
地
方
派
の
与
党
議
町
民
な
ど
)
の
肉
ま
り
に
対
応
し
て
、
作

「
第
四
次
九
十
胤
帆
総
合
開
発
計
頗
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山

mJ

)L 



筑
波
法
政
第
三
十
八
号
(
一
一

O
O
五

部

業
G
が
関
係
者
と
の
パ
イ
プ
づ
く
り
と
意
見
聴
取
に
乗
り
出
し
た
。
具

体
的
に
は
、
一
九
八
七
年
一
月
始
め
か
ら
・
一
月
始
め
に
か
け
「
地
方
振

興
懇
談
ん
ど
(
五
筒
所
)
及
、
び
「
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
竺

O
ブ
ロ
ッ
ク
)
」

が
、
・
月
末
か
ら
一
晩
月
末
に
か
け
て
経
済
団
体
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

、あ

れ
て
い
る
c

w期
は
、

H
期
と

E
期
で
の
粁
余
曲
折
を
続
て
凶
上
庁
試
案
が
閉
ま

り
、
そ
れ
に
対
す
る
関
係
者
の
要
増
も
噴
き
出
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ

の
同
期
で
は
公
式
の
資
料
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
な
作
業
G
の
動
き
は
な

計

い
が
、
閣
議
決
定
へ
向
け
て
、
調
整
の
詰
め
を
行
っ
た
と
忠
わ
れ
る
時

別
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
結
来
、
間
九
千
総
の
一
連
の
調
査
・
審
議
と
品
蛇
行

す
る
よ
う
に
、
作
業
G
が
事
前
調
査
や
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
た
こ
と

は
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
調
俺
・
窓
見
聴
取
の
結
果
が
計
阪
に
ど

う
い
反
映
し
た
か
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
作
業
G
が
情
報
を
集

め
る
た
め
の
作
業
を
組
織
化
し
、
計
画
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
四
全
総
の
所
轄
官
庁
淑
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
特
徴
を
ま

と
め
る
と
、
川
計
剤
約
な
情
報
獲
得
と
調
古
賀
・
審
議
過
程
の
管
理
手
法

(
試
案
策
定
時
に
あ
ら
か
じ
め
各
方
面
か
ら
の
組
織
的
な
意
見
穂
取
を

行
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は
、
事
前
に
行
わ
れ
た
委
員
会
設
置
な
ど
も
含

む
。
)
、
同
非
常
時
の
情
報
獲
得
手
法
(
世
論
の
反
発
に
対
す
る
対
処
と

し
て
、
懇
談
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど
の
相
場
を
も
う
け
て
、
調
整
と
要

)L 

胡
引
の
受
容
に
つ
と
め
た
)
の
士
山
…
に
要
約
で
き
よ
う
。

以
上
か
ら
、
「
所
幣
信
庁
型
」
の
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
は
、
「
政
策
尚
一

科
を
管
閣
内
し
よ
う
と
す
る
欲
求
を
持
ち
、
管
制
刊
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
と

し
て
情
報
獲
得
に
依
拠
す
る
」
傾
向
が
あ
る
と
忍
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
符
口
頭
重
視
の
調
整
者
」
と
い
う
点
で
他
類
型
と
異
な
る
c

こ
の
と
き

リ
ソ
ー
ス
に
な
る
μ

情
報
源
μ

と
し
て
は
専
門
情
報
(
専
門
家
の
援
問
)
、

あ
る
い
は
現
場
情
報
(
地
方
自
治
体
、
財
界
)
な
ど
重
視
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

公
的
審
議
会
型
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
一

審
議
会
・
計
画
部
会

前
者
は
闘
士
総
合
開
発
法
を
絞
拠
法
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
慌
の
諮

問
に
答
巾
す
る
こ
と
を
日
的
に
設
け
ら
れ
た
公
的
諮
問
機
関
で
あ
る
c

後
狩
は
悶
土
移
議
会
が
定
め
る
設
置
雨
前
綱
に
も
と
づ
き
、
審
議
会
の
下

部
組
織
と
し
て
設
け
ら
れ
る
組
織
で
あ
る
。
後
者
、
計
岡
部
会
の
委
員

の
半
分
の
人
選
は
、
前
者
、
審
議
会
会
刊
誌
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
(
凶

L
L
庁
計
両
・
調
整
局
監
修
(
第
E
部
)
・
一
九
八
九
、
二
.
一
災
)
0

こ
の
舟
4

つ
の
性
格
を
比
較
す
る
と
、
政
党
関
係
者
を
委
員
に
含
み
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
構
成
員
の
所
属
範
閥
が
広
く
、
人
数
も
多
い
こ
と

か
ら
網
羅
性
を
黍
視
す
る
と
見
ら
れ
る
審
議
会
と
、
専
門
家
集
団
を
中

心
と
し
た
人
選
、
及
び
時
の
関
係
者
(
四
会
総
で
は
財
界
人
な
ど
。
現

場
情
報
の
重
視
と
も
い
え
よ
う
)
を
重
視
し
、
人
数
が
絞
込
ま
れ
て
お

四



り
、
専
門
的
な
調
査
・
審
議
を
主
導
し
て
ゆ
く
計
画
部
会
(
実
施
の
質

と
量
が
そ
れ
を
裏
づ
け
る
、
表
2
参
照
。
)
と
で
は
性
格
が
異
な
る
。

よ
り
広
い
範
囲
か
ら
の
公
式
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
政
府
見
解
を
公

式
に
内
外
に
示
す
働
き
を
し
て
き
た
審
議
会
と
、
政
策
の
調
査
・
審
議

の
実
行
部
隊
と
し
て
の
計
画
部
会
が
あ
る
と
い
う
、
若
干
の
違
い
が
あ

又》。
こ
の
よ
う
な
公
的
諮
問
機
関
が
政
策
過
程
で
見
せ
た
行
動
を
児
て
ゆ

，〈、。
-
期
の
一
九
八
三
年
一

O
月
に
は
審
議
会
・
計
画
部
会
が
設
穣
(
注

泣
参
照
。
)
さ
れ
、
作
業
G
と
の
連
携
が
見
ら
れ
る
調
査
・
審
議
過
程

に
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
作
業
G
に
よ
る
準
備
作
業
(
意
見
聴
取
ほ

か
)
後
に
計
頭
部
会
に
よ
る
「
閉
会
総
長
期
展
望
作
業
中
間
と
り

ま
と
め
(
通
称
、
日
本
一
二
世
紀
へ
の
展
望
)
」
の
策
定
と
公
表
(
一

九
八
四
年
一
一
月
)
が
、
あ
る
い
は
そ
の
後
、
作
業
部
会
に
よ
る
地
方

自
治
体
、
経
済
団
体
、
有
識
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取
(
意
見
交
換
・
ア

ン
ケ
ー
ト
調
資
、
一
九
八
四
年
一
一
一
月
か
ら
一
九
八
五
年
五
月
)
に
引

き
続
き
、
計
画
部
会
に
よ
る
各
省
庁
ヒ
ア
リ
ン
グ
(
一
九
八
五
年
一
一
一
月

か
ら
五
月
)
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
一
例
で
あ
る
。

E
刑
期
に
首
相
か
ら
「
都
市
問
題
に
言
及
せ
よ
」
と
指
示
が
あ
っ
た
後

は
、
庁
内
の
対
応
と
し
て
計
一
側
部
会
の
内
部
に
、
さ
ら
に
大
都
市
W
G

を
設
置
し
て
対
応
し
、
そ
の
年
に
公
表
さ
れ
た
計
岡
部
会
、
及
ぴ
審
議

会
に
よ
る
「
調
資
審
議
経
過
報
告
(
中
間
と
り
ま
と
め
こ
に
到
る
ま

で
、
国
土
庁
の
公
式
見
解
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
注
目
さ
れ
た
(
こ
の
閥
、

計
額
部
会
一
一
側
、
大
都
市
W
G
四
回
、
審
議
会
一
樹
、
作
業
G
に
よ
る

目
だ
っ
た
動
き
は
無
い
。
)
。

阻
期
に
は
東
京
圏
重
視
の
公
式
見
解
に
対
す
る
内
外
(
特
に
地
方
自

治
体
、
財
界
、
地
方
派
与
党
議
員
な
ど
か
ら
の
地
域
振
興
を
も
と
め
る

動
き
)
の
批
判
が
高
ま
り
、
作
業
G
に
よ
る
各
界
か
ら
の
意
見
聴
取
(
全

関
市
区
町
村
長
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
及
び
、
地
域
振
興
懇
談
会
、
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
、
経
済
団
体
と
の
意
見
交
換
)
の
後
に
、
計
画
部
会
(
計
岡

部
会
一
閥
、
大
都
市
W
G
二
回
の
計
一
一
一
個
)
で
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

作
業
G
の
意
見
聴
取
↓
計
画
部
会
に
よ
る
調
査
・
審
議
↓
作
業
G
に
よ

る
調
整
作
業
が
、
こ
の
時
期
の
調
査
審
議
の
主
な
流
れ
で
あ
る
。

w期
に
は
、
一
九
八
七
年
五
月
末
に
審
議
会
か
ら
国
土
庁
試
案
が
一
不

さ
れ
た
事
を
始
ま
り
と
し
て
、
各
界
か
ら
具
体
的
施
策
に
関
す
る
要
望

が
噴
き
出
す
。
阿
年
六
月
に
は
二
度
の
計
一
間
部
会
に
て
国
土
庁
試
案
の

修
正
後
(
作
業
G
の
調
整
等
に
つ
い
て
は
一
九
八
七
年
三
月
1
五
月
に

か
け
て
報
道
さ
れ
た
新
聞
記
事
を
参
照
し
て
い
る
。
本
稿
、
四
i
一
i

ニ
を
参
照
。
)
、
閣
議
決
定
の
目
途
が
立
ち
、
同
年
六
月
一
一
一

O
日
に
閣
議

決
定
に
到
っ
た
。

閥
会
総
の
公
的
諮
問
機
関
現
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
特
徴
を
ま
と
め
る

と
、
政
策
過
程
で
見
る
と
川
一
関
連
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
調
査
・
審
議

の
推
進
(
い
ず
れ
の
時
期
で
も
作
業
G
と
の
連
携
が
関
ら
れ
て
い
る
こ

と
て
同
外
部
志
向
型
の
謂
査
・
審
議
(
基
本
的
に
は
外
部
の
要
援
に

「
第
四
次
会
閣
総
合
開
発
計
蘭
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
間
)
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筑
波
法
政
第
一
二
十
八
日
刀
(
二

O
O
五
)

J
U
U

え
つ
つ
(
首
相
の
指
示
、
非
決
定
権
者
の
以
発
、
な
ど
)

ハ
に
す
る
傾
向
が
あ
る
て
と
い
う
二
点
に
契
約
で
き
よ
う
と

さ
ら
に

ρ

人
選
u

に
務
付
し
て
ね
微
を
付
け
加
え
る
と
、
川
学
術
経

験
者
が
多
数
選
ば
れ
る
こ
と
か
ら
「
専
門
性
」
汲
被
の
傾
向
、
川
政
前

の
全
総
を
検
討
し
た
委
良
が
一
内
皮
選
ば
れ
る
傾
向
、
あ
る
い
は
ね
政
官

庁
出
身
の
め
2

識
経
験
抗
引
委
け
は
が
安
所
を
!
日
め
る
傾
向
に
つ
い
て
は
、
「
政

政
(
専
門
知
識
、
え
は
行
政
知
識
)
の
伝
統
(
ゾ
ん
は
そ
の
縦
続
こ
の

量
一
視
の
傾
向
、
川
政
治
家
や
行
政
計
庁
山
身
者
、
財
界
人
の
人
選
な
ど
、

い
り
外
の
関
係
部
門
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
終
符
欲
求
、
と
い
う
特
徴
が
あ

る
f

陥
吹
A

マ
す
る
と
、
専
門
性
、
伝
統
(
継
続
性
六
人
的
な
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
、
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
権
威
づ
け
を
行
な
う
際
に
有
効
{
つ
ま
り
、

資
淑
に
な
る
)
と
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
い

以
上
を
裂
約
す
る
と
、
ま
ず
、
関
連
組
織
と
の
述
携
(
計
阿
部
会
と

谷
川
崎
会
の
役
割
分
仰
い
、
及
び
作
業
G
と
の
述
携
)
及
び
応
答
性
の
い
川
附
さ

(
件
以
の
姿
喫
へ
の
応
符
三
一
一
沿
い
換
え
る
と
「
述
携
と
応
答
に
よ
る

政
策
策
定
」
と
い
う
間
全
総
の
「
公
的
治
問
機
関
刑
」
の
政
策
ブ
ロ
ー

カ
ー
の
肘
微
を
、
人
選
か
ら
は
「
専
門
性
、
伝
統
(
紋
続
性
」
、
庁
外
ぷ

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
、
と
い
う
権
威
づ
け
の
資
源
の
多
核
さ
い
と
い
う
特
徴
に

ま
と
め
ら
れ
よ
う
《
情
報
な
ど
知
的
資
源
を
お
一
仰
す
る
点
は
所
轄
官
庁

別
と
の
共
通
点
も
多
い
が
、
コ
ネ
ク
、
ン
ヨ
ン
や
知
的
資
源
を
生
か
し
た

「
権
威
志
向
の
捌
牧
者
」
と
い
う
佐
橋
が
よ
り
附
州
諸
で
あ
ろ
う
υ

試
案
を
策

T
U
H
H
1
 

j
j
n
v
 

四
1

一一

l
四
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
共
通
点
友
び
相
違
点

一
一
つ
の
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
よ
れ
接

的
、
閥
銭
的
に
決
定
権
を
保
持
す
る
ア
ク
タ
ー
H

吋
決
定
権
か
円
で
あ
る
』
」

点
で
あ
る
c

つ
ま
り
、
内
閣
総
埋
大
凶
に
よ
り
諮
問
さ
れ
、
関
士
審
議

会
が
こ
れ
に
対
し
て
篠
山
中
を
行
い
、
以
終
的
に
は
附
議
決
定
に
よ
り
、

政
府
の
日
式
な
政
策
と
な
る
、
と
い
う
「
令
総
」
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
決

定
手
続
き
の
山
中
で
、
川
「
詫
間
の
位
体
」
で
あ
る
か
政
治
リ
ー
ダ
ー
明
い
に

似
(
間
終
的
な
決
定
権
者
で
あ
る
が
)
「
公
的
諸
問
機
関
岐
に
よ
る
試

案
の
策
定
過
刑
判
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
し
て
い
る
か
所
絡
官
庁
別
ヘ
川

「
符
山
中
の
主
体
」
で
あ
る

ρ

公
的
誇
問
機
関
取
ヘ
と
い
う
間
接
的
、

前
後
的
な
決
定
権
者
で
あ
る
主
体
が
、
自
ら
の
意
向
を
品
川
悦
に
反
映
き

せ
る
の
で
は
な
く
、
非
決
定
権
狩
へ
応
終
し
な
が
ら
、
「
(
発
議
・
判
例
松
L
Z

決
定
と
い
う
)
変
化
の
初
い
ヂ
」
に
な
り
得
た
開
尚
を
次
に
考
え
て
み

た
い
と
思
う
r

「
都
市
問
題
へ
の
抗
日
此
」
を
指
示
し
た
が
、
地
万
な
ど
か
ら
の
以
発

を
受
け
て
「
多
板
分
散
が
重
要
」
と
論
調
を
変
え
反
対
者
に

ρ

向
調
。

し
て
い
り
た
「
政
治
リ
ー
ダ
ー

m」、
I
期
に
は
一
:
全
総
の
定
住
機
想

を
継
，
水
(
つ
ま
り
問
土
の
均
衡
発
反
路
線
)
す
る
方
向
で
素
案
を
進
め

た
が
、
首
相
か
ら
の
指
示
に
よ
り
「
都
市
改
浴
路
線
」
へ
と
重
点
を
変

え
、
そ
れ
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
以
降
は
併
皮
「
地
方
振
興
{
つ
ま
り

附
土
の
均
衡
発
淡
路
線
こ
の
、
五
明
者
に
か
附
捌
μ

し
た
「
所
轄
官
庁

m
H
「
所
轄
官
庁
型
」
と
の
二
人
三
脚
に
よ
り
「
定
住
構
想
の
継
承
」



↓
「
都
市
施
策
の
検
討
」
↓
「
多
級
分
散
路
線
へ
と
収
数
」
と
い
う
経

路
を
た
ど
っ
た
「
公
的
諮
問
機
関
制
己
な
ど
、
こ
の
一
一
一
脅
が
、
「
自
分

の
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
よ
り
も
、
政
策
の
結
実
を
重
視
す
る
と
い
う
傾
向
」

を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
ひ

こ
の
三
符
が
政
策
の
結
実
を
京
悦
せ
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
環
山
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
誘
悶
」
の
点
か
ら
比
較
し
て
見
る
と
以
ド
の
よ
う
に
な

ろ
う
。
ま
ず
、
川
よ
り
上
牧
の
政
府
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
照
介
し
て
、
そ
の

路
線
を
踏
み
外
さ
な
い
よ
う
に
、
よ
り
下
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
八
王
総
」

の
方
向
を
規
定
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
「
信
念
先
行
の
調
終
許
」
で
あ
る

品
川
治
リ
ー
ダ
ー
型
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
山
多
力
耐
の
関
係
者
か
ら
聴
取

し
た
情
綴
(
政
策
情
際
、
現
場
情
綴
を
八
パ
む
)
に
も
と
づ
い
て
予
測
・

戦
略
を
立
て
、
政
策
過
程
を
ベ
ヰ
出
向
・
管
理
(
心
父
渉
決
裂
の
パ
川
遊
μ

も

ん
パ
む
)
し
つ
つ
、
政
策
を
紡
巾
え
さ
せ
た
い
「
管
珂
草
川
悦
の
調
整
お
」
で

あ
る
所
帥
刊
行
斤
型
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
川
、
所
轄
行
斤
川
h

に
同
調
し
な

が
ら
、
節
日
節
目
で
人
上
総
の
政
策
方
針
を
集
約
し
、
政
府
見
解
と
し
て

内
外
に
示
す
こ
と
を
存
心
一
広
一
段
と
す
る
た
め
に
、
交
渉
の
決
裂
だ
け
は

制
避
す
る
必
要
が
あ
る
「
権
威
志
向
の
粗
削
格
者
」
で
あ
る
公
的
諸
問
機

関
型
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
と
い
う
「
必
川
内
の
迷
い
」
が
あ
る
も
の
の
、

共
に
、
「
政
策
」
が
実
現
す
る
こ
と
自
体
を
「
第
‘
の
け
的
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
」
た
め
に
、
「
謝
料
止
を
(
れ
ら
の
政
策
ぷ
向
の
反
映
よ
り
も
)

屯
ん
じ
る
」
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
類
別
が
、
必
然
的
に
快
ま
れ
て
く
る
/

政
策
ア
ク
タ
ー
の
う
ち
洲
一
般
グ
ル
ー
プ
(
本
事
例
の
均
衡
発
展
派
と
郷

市
改
造
派
)
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
加
わ
る
誘
肉
が
「
自
分
の
政
策
ア
イ

デ
ィ
ア
を
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
入
力
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
と
比
較
し
て
、
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
場
合
に
は
、
「
政
策
{
こ
こ
で

は
「
全
総
」
)
」
が
実
現
す
る
こ
と
自
体
を
第
一
の
日
的
と
せ
ざ
る
を
得

:、。

争れーしこ
の
よ
う
に
、
誘
闘
は
黙
な
る
に
せ
よ
、
「
調
整
を
(
自
ら
の
政
策

志
'
同
の
反
映
よ
り
も
)
近
ん
じ
る
」
と
い
、
つ
共
通
の
行
動
の
「
現
」
を

持
つ
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
行
動
は
一
見
不
可
解
(
決
定
権
を
持
ち
な
が

ら
、
他
に
同
調
す
る
)
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
背
後
に
持
つ

H

誘
悶
d

と

あ
わ
せ
て
兄
れ
ば
、
山
内
に
適
っ
た
行
動
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

契
約
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
江
場
を
背
宗
と
し
た
μ

呉
な
っ
た
必

N
M

を
持
ち
な
が
ら
、
「
政
策
の
結
実
を
最
初
川
す
る
」
と
い
う
共
通
の
現
を

持
つ
ア
ク
タ
ー
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
約
料
・
ル

l
ル
(
そ
れ
ぞ
れ
の

f
リ
場
u

を
背
民
と
し
た
「
必
附
」

の
述
い
)
に
恨
ざ
し

μ

政
策
の
結
%
を
よ
り
近
悦
寸
る
w

と
い
う
謝
盤

ぶ
向
を
持
つ
ア
ク
タ
ー
が
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
必
然
的
に
な
場
す

る
、
と
い
う
A

般
法
刑
判
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
っ

そ
し
て
、
こ
う
し
た
述
の
誘
凶
の
述
鎖
を
背
以
と
し
た
、
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
な
制
度
つ
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
な
場
H

に
よ
り
実
現
さ
れ

た
、
述
携
グ
ル
ー
プ
山
川
の
制
圧
作
川
こ
が
形
成
さ
れ
る
と
般
測
で
き

るへ
こ
れ
ま
で
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
共
通
点
を
取
り
ト
げ

明
道
連
携
モ

「
第
問
次
全
同
総
合
開
発
計
洲
一
の
政
策
決
定
の
ア
リ

i
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
削
}

)L 
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五

デ
ル
で
示
さ
れ
た
政
策
ブ
ロ
ー
カ

i
つ
い
て
説
明
を
試
み
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
の
立
論
に
よ
り
サ
パ
テ
イ
ア
(
的
出
S
C
R
・
3
∞
∞
)
が
モ
デ
ル
で

提
示
し
た
か
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
d

が
、
開
会
総
の
事
例
の
山
中
で
も
調
繋

志
向
の
政
策
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
政
策
ア
ク

タ
ー
の
活
動
に
よ
っ
て
「
全
総
」
の
結
実
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
か
ら
存

在
し
た
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
U

五

結
論
一
回
全
総
の
機
能

回
全
総
は
、
そ
れ
ま
で
の
全
総
が
(
事
業
や
方
策
は
異
な
る
が
)
地

域
振
興
を
重
視
す
る
と
と
も
に
多
糠
分
散
型
同
士
を
志
向
し
て
き
た
中
一
泊
一

で
、
は
じ
め
て
H

首
都
東
京
中
心
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
u
を
争
点
化
し

た
金
総
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
回
全
総
を
対
象
に
し
て
、
「
ア
イ
デ
ィ

ア
」
が
政
策
決
定
に
与
え
る
影
響
に
着
目
し
、
明
道
連
携
モ
デ
ル
を
適

用
し
て
、
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
変
化
を
軸
と
し
な
が
ら
か
ア
リ
ー
ナ
の

機
能
M

を
議
論
し
て
き
た
。

ま
ず
、
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
加
わ
っ
た
ん
し
て
の
ア
ク
タ
ー
を
、
①
決
定

権
者
か
ら
成
る
連
携
グ
ル
ー
プ
の
主
構
成
員
、
③
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
何

ら
か
の
要
望
E

提
言
を
行
っ
た
非
決
定
者
で
あ
る
ア
ク
タ
ー
、
③
各
段

階
で
政
策
過
程
を
主
導
(
発
議
、
調
整
、
決
定
)
し
た
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
、

の
三
者
に
整
理
し
た
上
で
、
次
に
、
川
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
変
化
が
ア

ク
タ
ー
聞
の
関
係
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
(
政
策
志
向
型
学
滑
に
よ

九
六

る
明
滋
一
述
携
の
変
化
)
、
川
一
部
ア
ク
タ
ー
の
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
が
政

策
ア
リ
ー
ナ
全
体
の
法
則
性
を
規
定
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
(
政
策

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
性
格
、
訪
問
(
ア
イ
デ
ィ
ア
)
に
築
く
行
動
の
必
然
性

と
、
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
出
現
に
よ
る
政
策
点
向
明
学
刊
の
実
現
)
を

牟
平
小
唆
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
考
祭
に
基
い
て
、
全
総
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
の
機
能
を
述

べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

は
じ
め
に
、
政
策
過
程
に
見
ら
れ
た
特
徴
と
し
て
は
、
ア
リ
ー
ナ
に

加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ク
タ
ー
の
行
動
変
容
が
起
こ
っ
た
点
を
挙

げ
る
こ
と
が
出
米
る
。

ア
ク
タ
ー
は
多
様
な
政
策
志
向
を
持
っ
て
ア
リ
ー
ナ
に
獄
場
す
る
。

ア
リ
ー
ナ
で
競
合
者
と
の
格
進
出
…
が
衣
面
化
す
る
中
、
次
第
に
政
策
の

鮮
が
絞
り
込
ま
れ
て
ゆ
き
、
結
栄
的
に
新
旧
三
つ
の
連
携
グ
ル
ー
プ
へ

と
収
束
す
る
点
で
、
ア
ク
タ
ー
が
連
携
す
る
万
向
へ
と
収
紋
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
は
、
「
学
期
日
経
験
と
し
て
の
「
参
加
亡
が
持
つ
な
味
を
裏

づ
け
る
。
さ
ら
に
政
策
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
動
き
を
見
て
み
る
と
、
転
換
A

で
首
粉
の
発
一
一
日
を
き
っ
か
け
に
争
点
化
し
た
「
都
市
改
造
」
路
線
が
、

都
市
派
の
非
決
定
権
者
に
よ
る
賛
同
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で

「
地
方
振
興
」
路
線
で
素
案
策
定
を
行
っ
た
寝
議
会
・
計
副
都
会
に
路

線
変
更
を
さ
せ
た
こ
と
(
本
稿
四
|
二

l
一
一
一
)
、
転
換

B
で
地
方
派
の

反
発
に
動
揺
し
た
闘
土
庁
及
び
作
業
G
が
再
度
の
意
見
聴
取
や
国
政
懇

の
提
言
な
ど
を
取
り
入
れ
つ
つ
「
新
旧
路
線
の
同
時
追
求
」
へ
と
路
線



変
吏
し
た
こ
と
(
本
稿
問
i
一‘

lJA)
か
ら
も
、
ア
リ
ー
ナ
に
加
わ
っ

た
ア
ク
タ
ー
は
「
学
期
的
経
験
」
に
も
と
づ
い
て
行
動
変
容
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
四
全
総
は
、
「
ア
リ
ー
ナ

に
(
寂
接
的
・
間
接
的
に
)
加
わ
っ
た
ア
ク
タ
ー
に
行
動
変
符
を
も
た

ら
す
」
と
い
う
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

次
に
(
こ
れ
ら
行
動
変
符
を
伴
、
つ
)
「
政
策
志
向
般
学
刊
行
」
の
結
果
、

全
総
の
政
策
万
針
が
決
定
し
た
こ
と
(
本
稿
凶

l
A
|一
三
か
ら
、
政

策
信
念
や
情
報
と
い
っ
た
「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
や
り
取
り
を
通
じ

て
、
人
的
な
関
係
(
連
携
グ
ル
ー
プ
)
の
変
化
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
り
、

刈
金
総
は
「
人
的
な
関
係
の
変
化
を
伴
う
、
政
策
幻
念
・
情
報
の
伝
達

シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
と
牧
慌
づ
け
ら
れ
よ
う
c

つ
ま
り
、
間
全
総
の
ア
リ
ー
ナ
は
、
「
決
定
権
持
・
非
決
定
機
密
を

問
わ
ず
学
宵
経
験
を
提
供
し
て
い
る
」
こ
と
、
そ
の
結
眠
不
、
「
政
策
ア

イ
デ
ィ
ア
の
変
化
が
、
人
的
な
関
係
の
変
化
を
伴
っ
て
起
こ
り
、
こ
の

こ
と
が
政
策
変
化
の
安
閑
と
な
っ
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
明
道
連
携
モ
デ
ル
を
制
度
論
的
な
説
明
に
用
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

従
来
の
行
動
論
的
な
説
明
以
上
に
、
問
ん
I
総
の
ア
リ
ー
ナ
と
い
う
「
(
ア

イ
デ
ィ
ア
の
次
一
応
を
合
ん
だ
)
ゆ
る
や
か
な
制
度
」
が
政
策
に
与
え
た

影
響
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
外
生
安
閑
(
表

3
)
が
こ
う
し
た
ゆ
る
や
か
な
州
制
度
に
与

え
た
影
響
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
行
政
改
京
、
経
済
政
策
の
柱

と
な
る
対
話
関
係
の
持
一
段
の
中
か
ら
、
ベ
ム
共
事
業
で
の
民
活
導
入
方

策
U

H

民
活
に
よ
る
内
需
拡
大
H

H

新
規
民
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
言
μ

『
却
}

な
ど
の
、
内
需
拡
大
、
公
共
事
業
の
テ

l
マ
が
笠
場
し
、
政
府
の
開
発

方
針
を
示
す
念
総
と
も
論
点
を
共
有
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

N

民
活
H

の
利
持
関
係
者
(
政
府
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政
党
、

経
済
同
体
な
ど
各
種
の
民
間
団
体
を
合
む
)
は
、
政
府
の
開
発
万
針
を

一
不
す
金
総
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
も
次
第
に
利
得
関
係
を
共
有
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
変
化
(
結
合
)
が

人
的
な
関
係
の
変
化
を
伴
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
政
府

関
係
者
も
財
政
難
の
中
で
民
活
を
せ
ま
ら
れ
て
お
り
、
民
活
の
利
害
関

係
者
か
ら
の
要
望
を
取
り
入
れ
る
誘
肉
が
あ
っ
た
為
に
新
た
な
梢
足
関

係
(
新
た
な
利
得
関
係
行
の
発
一
バ
力
増
大
)
が
成
2

止
し
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
利
害
関
係
者
の
広
が
り
と
、
非
決
定
権
者
の
発
一
首
力
の

明
大
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
金
総
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
の
特
徴
で
あ
る
c

開
会
総
の
政
策
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
強
凶
な
信
念
体
系
を
持
っ
た
政
治

リ
ー
ダ
ー
想
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
、
政
策
ア
リ
ー
ナ
で
様
々
な
手
段
を
使
っ

て
意
向
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
首
相
の
埜
ば
以
降
「
都
市
改
造
」

を
め
ぐ
る
議
論
が
に
わ
か
に
活
発
に
な
っ
た
背
紋
に
は
、
政
策
課
題
の

優
先
順
位
を
信
念
に
持
つ
「
政
治
リ
ー
ダ
ー
州
ど
に
は
、
そ
の
他
政
策

課
題
と
の
蹴
餅
を
生
じ
な
い
続
開
内
に
開
発
政
策
の
万
向
づ
け
を
行
、
っ

泊

}

訪
問
が
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
|
経
済
環
境
な
ど
の
外
生
安
閑
(
衣
3

参
照
の
こ
と
)
に
機
敏
に
反
応
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
開
会
総
の
政

策
過
訓
れ
で
も
、
防
相
の
信
念
と
も
似
ま
っ
て
こ
れ
が
概
ね
当
て
は
ま
っ

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
耐
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
川
)

九
七



筑
波
法
政
第
三
十
八
号
(

a

‘
0
0
κ

た
と
い
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
政
治
リ
ー
ダ
ー

mに
じ
ん
ふ
先
わ
の

調
繋
者
と
い
う
性
格
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
継
ぷ
・

改
革
に
お
い
て
山
本
た
す
役
刻
は
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
政
策
山
山
力

に
与
え
る
影
響
の
考
祭
は
今
後
の
継
続
的
な
課
題
で
あ
る
の

「
地
方
振
興
」
路
線
が
生
き
残
っ
て
い
た
背
祭
と
し
て
、
一
連
の
A
K

総
の
「
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
」
に
お
け
る
伝
統
(
つ
ま
り
、
同
士
の
均
衡

発
肢
を
重
視
す
る
)
が
形
成
・
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
説
明
す
る

こ
と
が
ば
能
で
あ
る
α

こ
の
点
に
つ
い
て
は
三
人
乏
総
と
問
令
総
の

e-
つ

の
会
総
の
比
較
か
ら
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
五
つ
の
会
総
を
対

象

に

こ

の

テ

i
マ
を
縦
り
下
げ
て
ゆ
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
c

(
謝
特
肘
)
こ
の
存
に
退
行
さ
れ
る
中
村
紀
先
生
の
白
川
弘
ゼ
ミ
で
は
発
ぷ
の
機
会
と
コ

メ
ン
ト
を
市
川
き
ま
し
た
じ
こ
の
場
を
借
り
て
こ
れ
ま
で
の
ご
治
導
に
感
謝
の
怠

を
山
中
し
あ
げ
ま
す
、

(
1
」
こ
の
定
絡
は
、
山
川
本
(
一
‘

0
0
0
)
が
示
し
た
狭
義
・
広
義
の
「
判
刷
佼
」
の

定
義
の
う
ち
、
特
に
後
詩
を
参
照
し
て
い
る
。

(
2
)

こ
の
閣
内
山
川
は
、
伊
即
時

(
4
0
0
二
)
に
よ
れ
ば
「
ア
ク
タ
ー
が
社
会
的
に
逃

切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ね
動
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
正
統
性
を
お
め
、
不
確

実
性
を
減
少
さ
せ
る
べ
玄
白
n
F
S
ι

。rs
.
3
3こ
こ
と
に
あ
る
と
説
明
さ
れ

る
士
山
間
九
災
)
組
織
の
場
合
に
も
同
様
に
、
不
確
実
な
環
境
の
も
と
で
の

成
功
と
作
作
の
可
能
性
を
潟
め
る
(
一
五
O
W
H
)

た
め
に
同
様
の
行
動
が
起
こ

る
と
説
明
さ
れ
る
。

)L 
JI... 

(
3

小
貯
に
よ
れ
ば
玄
ξ
η
7
P
E
ι
C
T
E
μ
}
泣
き
…
ら
が
巨
似
し
た
「
判
例
・
肢
の
川
口

成
品
は
い
と
は
、
「
政
治
則
批
象
を
例
人
の
ん
け
洲
的
な
逝
択
行
h
り
か
ら
分
析
す
る
川
似

品
川
の
川
山
川
汁
刊
を
川
俗
化
し
、
制
山
に
よ
る
い
れ
ぬ
へ
の
氾
定
刊
を

i
張
す
る
と
と

も
に
、
あ
わ
せ
て
(
中
仙
町
)
「
日
ハ
此
ど
や
~
似
似
し
と
い
っ
た
概
念
に
や
相
け
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
に
お
け
る
吋
規
批
判
的
決
案
川
山
州
市
川
市
町
伐
を
も
指
抑
す
る

も

の

三

-nノ
パ
二
?
と
さ
れ
る
、

(
4
)

た
だ
し
、
述
九
日
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
す
、
泌
が
‘
主
に
刺
紘
九
州
的
な
凶
性
分
析

に
終
佑
す
る
組
織
と
し
て
の
述
A
刊
の
枚
取
っ
け
を
中
心
に
マ
ヲ
ロ
な
必
川
が

あ
る
半
刷
、
似
川
仰
の
ア
ク
タ
ー
「
併
)
と
政
策
と

ω
関
連
が
け
比
え
て
こ
な
い
と

い
う
政
策
論
と
し
て
の
限
界
も
あ
る
と
忠
わ
れ
る
ハ
こ
れ
ら
を
補
う
為
に
は
政

策
資
料
や
関
係
お
イ
シ
夕
、
ヒ
ュ

l
-
川
和
む
叫
却
な
と
鍵
と
な
る
人
物
の
ぷ
-
J

け一千
j

も

必
研
究
で
あ
ろ
う
た
だ
し
、
二
広
災
の
)
際
泌
が
品
以
後
を
制
服
記
す
る
H

と
い
、
っ

畑
山
点
を
泌
示
し
て
い
る
点
で
、
十
ゃ
い
悦
は
町
村
F

-

九
九
附
)
の
議
織
に
触
発
さ

L
9
‘、
.
I
3
0

1
1
し

2

(
5
)

向
上
総
九
日
開
発
計
例
法
(
九

r
h
O年
制
定
)
で
ぶ
さ
れ
る
同
上
品
川
耐
の
日

的
は
「

N
K
の
自
然
的
条
件
を
考
践
し
て
、
経
済
、
社
会
主
文
化
等
に
関
す
る

施
策
の
総
合
的
川
見
地
か
ら
、
阿
j
を
総
合
的
に
利
川
し
、
川
附
品
川
し
、
及
び
料
開
会

し
、
殺
び
に
姥
業
立
地
の
適
正
化
を
凶
り
、
あ
わ
せ
て
社
会
側
祉
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
」
三
条
)
で
あ
る
に
凶
土
社
側
の
H
H
的
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
実
現
子
段
で
あ
る
行
政
計
附
は
、
九
十
川
川
総
合
間
同
党
計
十
側
(
中
央
政

府
)
、
都
道
府
県
総
合
関
紙
抱
一
計
桝
(
都
滋
且
川
県
)
、
地
方
総
合
開
発
込
山
削
(
地
必
)
、

特
定
地
域
総
合
開
発
計
断
(
特
定
地
域
)
と
い
う
問
つ
の
次
必
の
計
一
例
に
よ
り

情
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(
6
)

こ
の
方
向
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
町
村
(
一
九
九
問
)
が
指
摘
す
る
つ
附

村
に
よ
れ
ば
ゐ
九
八

0
年
代
の
都
市
政
治
の
中
で
「
構
造
併
縦
冷
備
期

i
恭
本



方
向
模
索
期

i
「
正
汚
制
日
」
模
索
期
l

事
業
展
開
山
別
」
の
過
程
を
絡
な
が
ら
「
依

界
都
市
路
線
・
東
京
改
造
路
線
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
最
終
的
に
共
布
さ

れ
て
い
っ
た
、
と
さ
れ
る
3

こ
れ
ら
が
承
認
さ
れ
て
ゆ
く
過
殺
で
は
、
政
策
を

共
有
す
る
ア
ク
P
!
が
連
合
を
形
成
し
て
(
町
村
の
お
う
「
迷
紡
抑
制
織
ヒ
、
公

的
・
私
的
を
問
わ
ず
「
関
山
本
基
本
テ
ー
マ
」
「
都
市
基
本
テ
!
?
」
「
都
市
実
施

テ
!
マ
」
の
政
策
の
二
つ
の
次
厄
で
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
連
結
し
て
ゆ
く
状

況
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
(
仙
川
村
・
↓
九
九
問
、

A
G
A
-
-
内
心
底
)
、
本
一
紛

が
分
析
対
象
と
す
る
間
会
総
に
つ
い
て
も
こ
の
「
同
家
法
本
テ
!
?
」
の
分
析

の
中
で
J

郊
扱
わ
れ
て
い
る
仁

(
7
)

「
信
念
、
ン
ス
テ
ム
」
で
は
政
策
分
析
を
行
な
う
た
め
必
須
の
条
作
に
、
泌
総

の
次
必
(
以
ド
、
「
俗
念
」
と
す
る
二
政
策
の
次
元
(
以
下
、
「
政
策
ト
刀
針
」

と
す
る
)
、
利
益
関
心
の
次
元
(
以
ト
、
一
ぃ
事
業
」
と
す
る
)
と
い
う

t
水
準
の

双
山
仰
を
慣
く
ο

(
υ
O
)

サ
パ
テ
f
ア
は
ほ
れ
別
を
わ
う
に
泊
り
、

Z
E門C
V

(

}

坦
ご
)
の

mA訓
に
多
く
を

山
口
ハ
っ
た
と
す
る
J

三
九
八
八
、
一
…
問
問
災
)

{
9
)

本
稿
で
は
長
期
間
の
政
策
過
殺
を
ぬ
わ
な
い
た
め
、
外
，
生
要
凶
(
長
期
)
は
、

総
本
的
に
は
今
後
の
検
討
沫
犯
と
す
る
に

(凶
)

1

人
上
総
」
の
公
式
の
決
定
機
荷
は
間
同
議
決
定
を
行
う
内
側
総
酬
明
大
犯
で
あ
る
。

本
一
仰
で
は
、
閣
議
決
定
に
絞
ら
れ
る
前
に
ほ
に
凶
土
斤
業
で
の
谷
ト
心
耐
の
川
市
山

が
疏
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
審
議
会
を
事
実
上
の
決
応
機
訴
と
し
て
日
間
前
づ

f
た

(
ハ
)
本
紛
で
は
、
八
札
一
Aけ
の
状
況
を
附

K
庁
・
計
削
減
終
日
川
紘
修
一
一
九
八
九
)
、

ド
、
川
内
辺
島
市
(
一
九
九
附
)
、
勺
朝
日
新
聞
い
の
縦
波
ぷ
山
れ
二
一
九
八
一
一
「
i

一
九
八

じ
)
を
中
心
と
し
た
、
複
数
の
資
料
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
確
定
し
た
ぐ

「
門
叫
)
例
え
ば
、
新
た
な
公
共
投
資
の
対
象
で
あ
る
い
品
川
品
格
道
路
(
六
、
。
キ

ロ
)
の
計
肉
と
そ
れ
に
か
か
る
公
共
投
資
額
の
試
釣
が
、
建
設
大
肢
の
諮
問
機

関
で
あ
る
道
路
審
議
会
か
ら
発
炎
さ
れ
た
竺
九
八
じ
年
uh
月
a

}

九
日
、
続
問
問
・

附

A
H
山
叩
は
M
川
、
六
月
A

一
六
日
)
、
ま
た
、
日
間
じ
一
九
八
七
年
h
H月
.

4

九

U
に
は
、

経
済
対
策
附
僚
会
議
の
川
如
来
が
一
内
需
拡
大
と
輸
入
増
加
を

M
桁
す
緊
急
絞
涜

対
策
等
を
決
め
る
」
こ
と
、
「
中
許
制
限
円
相
の
最
終
判
断
で
決
ま
っ
た
」
こ
と

が
鰍
浴
さ
れ
た
ο

こ
の
巾
・
で
は
全
体
規
伎
を
七
「
依
川
被
み
上
げ
る
と
共
に
、

公
共
引
業
五
兆
円
、
減
税
一
兆
円
以

i
、
計
六
兆
川
以
上
の
大
規
撚
な
財
政
同
判

明
限
が
心
さ
れ
た
九
州
初
日
新
聞
h

J

九
八
仁
年
五
月
民
一
九
日
‘
術
、
問
…
卵
、
九

州
、
‘
，
九
耐
を
参
m
U
J

(
日
)
灯
相
は
、
そ
の
後
自
ら
の
ブ
レ
ー
ン
を
送
り
こ
ん
だ
私
的
機
関
で
あ
る
川
政

慾
を
投
獄
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

(
川
叶
)
例
え
ば
、
j
A
P
I
C
に
よ
る
内
需
紘
大
に
関
す
る
M
M
パ

ぺ

九

八

六

年

f
L

月
二
山
民
党
の
郡
山
政
調
に
よ
る
大
都
市
長
山
…
絡
策
の
険
一
計
開
始
で
九

八
六
年
一
け
)
、
金
丸
泌
総
燃
の
M
判
的
に
よ
る
民
活
懇
が
大
都
市
プ
口
、
ン
エ

ヲ
ト
に
州
附
す
る
錠
A

川

(
M
川
、
一
日
付
)
な
と
の
尚
北
円
で
あ
る
(
本
抑
制
、
表
2
、

参
照
)
の

(刊
M
)

向
上
山
げ
は
「
終
過
M
m
m
H

は
東
京
近
川
悦
で
は
な
く
今
ま
で
と
お
り
地
万
も
伝
川
向

し
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
(
吋
朝
日
新
聞
凶
一
.
九
八
じ
年
A

バ
六
日
(
初
)

…
池
山
}

(
日
刊
)
地
方
自
以
前
体
、
地
ん
川
財
界
か
ら
の
絞
強
い
じ
は
治
、
地
方
派
議
員
か
ら
の
史
的
a

も
相
次
い
だ
{
州
問
え
ば
、
制
川
川
新
聞
い
ゐ
九
八
七
年
A

什
F

L

ハ
け
(
削
判
」
凶

則
、
川
内

-
-
H
リ
八
日
(
タ
)
一
削
、
等
今
)
。

「
口
ザ
実
は
こ
の
級
川
れ
に
は
「
版
以
へ
の
一
級
集
小
は
問
題
」
へ
一
九
八
六
均
一
一
企

け
今
日
H

{

州
制
)
二
一
印
}
と
い
う
旧
制
摘
も
含
ま
れ
た
が
、
東
氏
が
仙
凶
の
都
市
関
よ

り
上
牧
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
紋
依
づ
け
ら
れ
た
こ
と
の
ほ
う
が
大
主
く
受
け

H

「
第
開
次
全
国
総
合
同
開
発
計
」
陶
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
間
)

九
九



筑
波
法
政
第
三
十
八
号
(
二

O
O
五
)

め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
時
)
具
体
的
に
は
、
「
試
案
の
最
終
調
整
の
何
時
耐
で
、
そ
れ
ま
で
の
開
発
路
線
の

速
度
を
緩
め
よ
う
と
し
た
縮
問
首
相
(
当
時
)
は
、
サ
ミ
ッ
ト
で
の
経
済
成
長

七
%
を
約
束
し
た
経
消
政
策
の
路
線
変
.
曳
と
軌
を
悶
じ
く
す
る
よ
う
に
、
一
転

し
て
湖
発
路
線
へ
と
附
帰
し
、
開
発
縮
小
路
線
に
対
す
る
世
論
の
批
判
を
附
避

し
た
と
思
わ
れ
る
」
こ
と
(
山
間
・
二

O
O
閥
、
一
一
二
五
頁
)
。

(
M
W
)

問
土
庁
は
一
九
じ
則
年
に
設
鵬
位
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
官
庁
で
あ
っ
た

ov--

叫
吋
の
岡
土
庁
は
庁
内
崎
の
主
婆
ポ
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
他
省
庁
か
ら
の
出
身
者
で

ト
口
め
ら
れ
、
出
向
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
尚
身
官
庁
の
主
緩
や
省
益
か
ら
ゆ
虫

的
で
あ
る
こ
と
は
難
し
い
」
(
北
原
・
一
九
九
側
、
二
一

O
九百
H
)

と
い
う
の
が

北
原
の
示
す
解
釈
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
各
省
庁
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持

っ
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

(
山
山
)
問
土
庁
発
足
以
後
の
隠
土
行
政
が
「
関
係
者
が
誘
っ
た
の
を
聞
い
て
モ
デ

レ
ー
ト
に
調
整
す
る
」

(
F
河
辺
・
一
九
九
閥
、
一
七
六
頁
)
ス
タ
イ
ル
に
な

っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
一
念
総
か
ら
会
総
に
関
わ
っ
た
開
発
官
僚
で
あ
る

下
河
辺
の
誕
誌
で
あ
る
。

(
幻
)
こ
の
報
告
に
よ
り
、
「
(
一
一
一
会
総
の
基
本
理
念
で
あ
る
)
定
住
構
想
を
継
泳
す

る
」
と
い
う
方
針
が
う
ち
山
附
さ
れ
た
ら
朝
日
新
聞
」
一
九
八
一
一
一
年
六
月
二

O

日
)
。
報
告
を
作
成
し
た
の
は
、
旧
審
議
会
(
会
長
、
石
原
周
夫
)
に
設
け
ら

れ
た
調
査
部
会
{
部
会
長
、
佐
伯
幕
一
、
部
会
は
経
済
社
会
フ
レ
ー
ム
専
門
委

員
会
(
向
坂
正
男
委
員
長
)
、
関
士
資
源
専
門
委
員
会
(
内
村
良
英
委
員
長
)
、

騎
住
環
境
専
門
委
員
会
(
井
k
降
{
横
浜
関
大
教
授
)
、
産
業
専
門
委
員
会
、

関
土
基
盤
専
門
委
員
会
の
五
つ
。
各
分
野
の
専
門
家
、
大
学
教
授
な
ど
.
九
名

の
委
員
で
構
成
)
で
、
調
査
・
審
議
の
開
始
は
一
九
八
一
年
九
月
で
あ
る
。
(
『
朝

日
新
聞
』
一
九
八
一
年
九
月
八
日
{
朝
コ
ニ
繭
、
一
九
八
描
一
年
五
月
二

O
臼
(
朝
)

問。。

一
ニ
耐
、
阿
六
月
四
日
(
朝
)
一
一
断
、
間
六
月
一
一
日
(
朝
)
一
.
一
回
)

(
刊
品
)
こ
の
手
順
は
、
森
議
会
(
限
了
調
査
部
会
報
告
の
趣
旨
を
了
承
す
る
か
た

ち
で
、
同
年
、
一

O
月
に
審
議
会
(
第
五
問
)
が
行
わ
れ
、
閉
会
総
を
策
定
す

る
同
闘
が
正
式
に
発
表
さ
れ
、
問
日
、
計
閥
絡
会
が
設
鼎
慨
さ
れ
た
{
第
二
側
一
九

八
一
二
年
一
一
月
三
計
断
部
会
は
審
議
会
会
長
が
指
名
す
る
特
別
委
員
、
並
び

に
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員
か
ら
な
る
。

(
お
)
こ
の
…
一
テ

1
7
と
は
次
の
通
り
。
「
人
口
の
長
期
波
動
」
一
九
八
問
年
一
一
一

月
一
七
日
、
「
都
市
化
と
騒
住
環
境

(
I
こ
悶
一
九
日
、
「
都
市
化
と
日
間
住
環

境

(
E
こ
同
二
一
一
一
行
、
「
国
際
潔
境
と
日
本
の
関
際
化
」
同
二
六
日
、
「
依
代

構
成
の
変
化
と
価
値
観
」
同
二
九
日
、
「
技
術
革
新
と
そ
の
影
響
」
附
目
、
「
悶

土
の
利
用
と
保
全
」
問
一
一
一
O
日
、
「
経
済
発
艇
と
環
境
」
例
年
開
月
間
目
、
「
関

土
甘
暗
殺
」
同
九
日
、
「
闘
士
総
合
関
経
計
闘
を
め
ぐ
る
制
度
論
」
一

O
日
、
「
膝

史
・
文
化
」
一
七
日
(
悶
土
庁
計
繭
・
調
整
局
監
修
(
第
E
部
了
一
九
八
九
、

七
|
八
頁
)

(M)

そ
の
後
、
同
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
P

長
期
誕
援
作
業
'
を
テ
!
?
に

し
た
計
闘
部
会
が
行
わ
れ
た
。
第
一
一
一
悶
一
九
八
五
年
六
月
五
日
(
長
期
展
紫
作

業
そ
の
一
は
、
人
口
、
価
値
観
、
二
一
世
紀
イ
メ
ー
ジ
)
、
第
四
側
同
一
九
日

(
長
期
展
援
作
業
そ
の
ご
は
、
技
術
、
経
済
、
藤
業
)
、
第
五
側
何
年
七
月
一
一
一

日
(
長
期
展
繋
作
業
そ
の
三
は
、
闘
士
の
利
用
・
保
全
、
都
市
化
、
都
市
碁
盤
)

の
一
一
一
随
の
計
一
闘
部
会
の
の
ち
審
議
会
(
同
年
九
月
て
さ
ら
に
阿
年
一
一
月
に

は
「
側
金
総
長
期
燥
望
作
業
中
間
と
り
ま
と
め
(
通
称
、
日
本
一
一
一
世
紀

へ
の
展
望
こ
が
策
定
、
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
「
眠
時
期
展
望
作
業
」
は
、
そ
の

後
、
計
画
部
会
委
員
懇
談
会
、
間
土
庁
関
係
審
議
会
会
長
・
特
別
委
員
長
懇
談

会
、
と
庁
内
の
よ
り
上
伎
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
経
て
い
る
。

(
お
)
こ
れ
は
闘
土
庁
に
よ
る
H

地
方
行
脚
作
戦
u

と
し
て
、
「
統
一
地
方
選
挙
を



機
に
間
金
総
へ
の
一
以
発
が
お
ま
る
の
を
防
ぎ
、
ス
ム
ー
ズ
に
問
問
議
決
定
に
持
ち

込
み
た
い
と
い
う
の
が
狙
い
だ
が
、
こ
の
と
こ
ろ
地
方
は
円
高
不
況
や
緊
縮
財

政
な
と
怒
い
材
料
ば
か
り
。
日
間
庁
の
地
方
行
脚
も
背
戦
を
強
い
ら
れ
そ
う
だ
。
」

と
見
ら
れ
て
い
る
。
二
削
朝
日
新
聞
』

A

九
八
じ
年
4

汀
六
日
(
朝
)
一
a

耐
)

(
お
)
こ
の
地
方
、
お
よ
び
経
済
問
体
へ
の
怠
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
「
地
方
議
槻
求
め
る
k

円
相
次
ぐ
」
(
「
朝
日
新
聞
同
」
…
九
八
七
年
守
口
川
.
じ

日
(
削
明
)

J

診
断
)
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
以
応
に
つ
い
て
は
「
四
人
t
総

綴

れ
る
首
相
発
丘
二
紛
日
新
聞
』
一
九
八
七
年
A

-

月
，

H
(朝
)
二
附
)
な
ど

が
、
報
道
さ
れ
て
い
る
。

(

m

札
む
新
間
報
道
で
目
立
り
た
動
き
を
迎
、
っ
と
、
そ
の
主
な
調
餐
初
予
の
中
に
は
関

係
省
庁
ゃ
、
与
党
、
財
界
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
〈
本
抑
制
の
問

-
i
二
、
関
2

参
照
)
。
(
↓
u

捌
け
新
聞
同
」
内
九
八
七
年
五
月
A

今
日
(
州
制
)
、
一
一
一
郎
、
附

κ月一一一
A

U
(削
判
)
間
断
な
と
っ
)

(
お
)
「
調
査
・
審
議
結
果
の
権
威
づ
け
」
で
は
、
灘
議
会
が
正
式
な
凶
土
庁
見
解

を
一
引
す
の
と
比
較
す
れ
ば
、
計
凶
部
会
は
珊
側
資
審
議
の
内
容
を
伝
え
る
発
表
の

多
く
を
旧
日
っ
て
お
り
、
実
行
部
隊
と
し
て
の
役
割
を
来
た
し
た
こ
と
、
後
述
す

る
が
、
審
議
会
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
専
門
伎
を
ぬ
す
る
委
M
M
に
は
川
両
部
会
と
絞

任
を
す
る
委
員
が
多
く
、
災
F

蜘
目
的
に
は
専
門
家
集
問
の
「
核
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
m
U
)

そ
の
争
点
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
首
相
が
一
夜
及
す
る
前
か
ら
民
的
と
都
市
開
発

を
め
ぐ
る
議
論
が
始
め
ら
れ
て
お
り
、
政
策
ア
リ
ー
ナ
の
外
か
ら
の
追
い
風
も

あ
っ
た
c

(
仙
川
)
建
設
大
川
叫
ん
官
房
政
策
諜
民
間
治
力
会
側
議
股
修
士
九
八
じ
)
に
よ
る
と
、

民
的
を
め
ぐ
る
政
策
提
言
は
「
政
府
の
経
済
対
策
」
と
関
わ
り
な
が
ら
、
副
総

酬
明
(
当
時
」
例
制
請
に
よ
る
民
的
怒
(
民
間
活
力
施
策
の
重
点
、
推
進
体
制
、
事

殺
の
実
施
主
体
と
実
施
体
制
、
等
を
議
論
)
、
自
民
党
調
査
機
関
で
あ
る
民
活

湖
(
公
共
事
業
へ
の
民
間
活
力
導
入
に
つ
い
て
粗
削
資
)
、
民
間
機
関
で
あ
る

J

A
P
I
C
(内
需
拡
大
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
被
進
)
、
民
話
委
(
民
間
活

力
発
擬
に
つ
い
て
、
作
宅
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
方
部
会
を
も
、
つ
け
て

検
討
。
)
(
以
上
、
正
式
名
称
は
表
4
、
参
照
て
そ
の
他
同
体
か
ら
、
継
続
し

て
行
わ
れ
て
い
る
(
悠
設
火
山

M
W一
防
政
策
泌
氏
関
活
力
企
附
‘
後
砿
修
・
.
九
八

J

、

:
:
H
1
2

-

s

t

1

t

1

"

"

が

'th
，、

(幻
)

ρ

中
将
根
流
政
治
子
段
。
(
中
抽
回
線
・

7
九
九
六
、
間
一
一
一

iii
同一一
A

a

行
(
)
で

は
、
彼
が
活
用
し
た
政
治
的
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
政
治
手

法
、
学
者
・
民
間
人
を
使
っ
た

P
R
、
同
氏
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
な
ど
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
で
き
た
が
突
と
し
て
必
首
相
が
行
っ
た
凶
土
庁
長
官

へ
の
治
不
、
凶
政
怒
の
設
期
限
、
な
ど
か
ら
も
こ
れ
ら
が
裏
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ

、っ，、

(
犯
)
中
前
日
絞
首
相
が
信
念
と
す
る
政
策
課
題
の
出
問
先
順
位
に
つ
い
て
、

w
行
財
政

改
葉
、
日
本
の
外
交
の
万
例
制
川
、
教
育
改
革
4

の・
a

つ
の
重
点
政
策
領
域
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
(
中
関
総
司
J

九
九
六
、
一
一
五
J

ハド只
)

J

(
お
)
例
え
ば
、
川
氏
寸
前
の
近
視
、
同
際
協
調
を
視
野
に
入
れ
た
内
需
拡
大
な
ど
、
川
氏

活
・
内
需
拡
大
地
中
の
最
袈
諜
題
と
関
連
す
る
形
で
「
都
市
改
造
」
の
方
針
が
↓
刻

さ
れ
た
、
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
。

(
抗
)
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
欲
求
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
、
党
内
の
派
閥
の
力
学
の
中

で
少
数
派
閥
出
身
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
中
的
恨
一
応
前
川
仰
の

場
合
で
あ
れ
ば
、
「
政
党
と
穴
僚
に
対
抗
す
る
た
め
の
陛
識
の
喚
起
(
後
略
こ

へ
中
隊
制
限
・
会
九
九
六
、
間
企
企
今

.K)
と
い
う
明
係
な
欲
求
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
説
明
で
き
る
と
忠
わ
れ
る
つ

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
附
」
の
政
策
決
定
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
機
能
(
山
町
)

問。



筑
波
法
政
第
一
一
一
ト
八
号

(
1
0
0
五

八
六
料
・
え
献
リ
ス
ト
¥

'
A
H
M竹
)

川
上
山

-
A州
刑
削
批
L

い川駅
M

修
(
九
八
九
)
司
第
向
次
八
1
川
総
九
日
開
法
礼
川
州
い
は
申

I

川
柳
肝
必
縦
、
節
目
部
資
料
編
、
ダ
ト
ト
う
せ
い

建
設
に
U

H
い

JM
政
策
課
民
間
前
h
H
h
比
一
洲
市
長
川
修
一
、
民
間
的
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
印
刷

究
会
一
紛
で
九
八
じ
一
一
川
民
間
活
力
の
将
人
そ
の
ポ
リ
シ
ー
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
F

大
成
山
川
版
H
N

川

i
Jけ
A
州
・
出
削
牧
口
同
州
人
仁
川

WLM究
会
制
七
九
八
七
、
町
附
如
何
次
ヘ
ト
同
総
合
間

川
河
川
両
川
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